
国
語
由
教
師
へ
の
成
長
過
程

-
　
新
制
大
学
四
年
課
程
学
生
A
の
は
あ
い
　
-
-

●

潤

高
校
国
語
科
教
師
に
な
る
た
め
'
新
制
大
学
四
年
課
程
高
校
教
育
科
の
学
生

は
'
ど
の
よ
う
な
成
長
過
程
を
元
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
成
長
過
程
に
兄

い
だ
さ
れ
る
教
師
養
成
上
の
問
題
点
は
な
に
か
。
こ
の
主
題
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
'
学
生
A
を
選
び
'
主
と
し
て
教
職
教
養
の
う
ち
、
「
国
語
科
教
育
法
」

を
中
心
に
'
考
察
を
進
妙
た
い
。
こ
こ
で
は
'
主
鎚
の
一
端
に
つ
い
て
概
括

的
な
考
察
を
行
な
い
'
昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
)
三
月
、
第
一
回
の
卒
業
生

を
国
語
教
育
界
に
送
り
だ
し
た
新
制
大
学
の
国
語
科
教
師
養
成
に
関
す
る
中
間

報
告
の
一
つ
に
代
え
る
し
だ
い
で
あ
る
。

以
ド
'
考
'
c
-
t
小
を
t

A
　
「
国
語
科
教
育
法
」
を
中
心
と
す
る
成
長
過
躍

B
　
成
長
過
程
上
の
間
韻
点

の
二
つ
に
分
け
て
行
な
う
。

そ
の
う
ち
、
A
　
の
成
長
過
程
に
つ
い
て
は
へ
そ
れ
を
'
さ
ら
に
'

一
　
「
国
語
科
教
育
法
」
以
前

二
「
国
語
科
教
育
法
」

≡
教
職
托
険
課
程

四
卒
業
論
文

の
四
つ
に
分
け
て
へ
見
て
い
-
こ
と
に
す
る
。

ま
た
t
B
成
長
過
程
上
の
間
招
点
に
つ
い
て
は
へ

一
山
'
'

-
;
"
.
'

J
C
r
-
,
'
v
J
間

二
…
畑
蝣
蝣
T
J
圭
:
;
一

.
守
-
i
i
r
間
・
L
3

-
知
識
課
程
と
経
験
課
程
1

三
田
語
科
教
育
研
究
法
の
間
匙

の
一
二
つ
に
分
け
て
、
見
て
い
-
こ
と
に
す
る
。

在
来
の
数
値
論
へ
と
く
に
悶
語
科
教
師
諭
は
'
教
養
本
位
に
考
え
ら
れ
'
教

葦
,
<
-
j
.
-
?
S
.
-
;
-
:
'
.
'
"
∴
∴
、
1
~
.
S
~
?
*
-
"
-
.
-
"
-
心
で
ふ
っ
た
。
こ
こ
で
'
蝣
'

-
'
E
H
^
S
へ
C

成
長
過
程
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
へ
そ
の
慈
成
上
の
同
湖
点
を
兄
い
だ
そ
-

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(「Ul



学
生
A
は
'
昭
和
六
年
二
九
三
一
)
三
月
三
一
日
生
ま
れ
へ
女
子
。
H
県

立
K
市
H
高
校
を
卒
業
し
て
'
昭
和
二
四
年
(
一
九
四
九
)
六
月
へ
広
大
教
育

学
郡
家
匪
科
入
学
へ
教
安
部
一
年
終
了
後
'
高
校
教
育
科
の
-
ち
国
語
科
へ
転

科
し
た
。
昭
和
二
八
年
(
一
九
五
三
)
三
月
'
卒
業
し
た
。
成
績
は
'
二
三
名

中
'
上
位
で
す
ぐ
れ
て
い
た
。
昭
和
二
八
年
四
月
'
0
府
1
市
S
高
校
に
就
職

し
た
。

〓

<
「
即
諾
H
-
-
:
'
.
r
>
'
蝣
-
蝣
:
'
こ
<
-
'
-
」
-
・
蝣
心
し
与
る
e
c
ハ
H
i
i
　
「
日
刊
…
〓
款
対
日
法
」
は
~

学
部
一
二
年
の
後
期
(
六
セ
メ
ス
タ
ー
)
に
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
の
期
間
、
A
は
ど
の
よ
う
に
聴
講
し
た
か
.
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
t
 
A

は
み
ず
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
(
昭
和
2
7
年
3
月
1
日
調
べ
)
O

一
「
国
語
科
教
育
法
」
以
前
(
昭
和
2
4
年
前
・
後
期
へ
昭
和
2
5
年
前
・
後
、

昭
和
2
6
年
前
期
)

a
　
教
養
コ
ー
ス

(
人
文
料
・
i
U
　
心
n
-
蝣
;
蝣
手
(
-
>
」
;
小
　
'
謂
　
e
x
的
n
t
i
)
t
 
i
m

(
S
助
教
授
)
へ
国
語
0
㊤
(
I
教
授
)
へ
西
洋
文
学
史

(
1
1
訳
蝣
i
i
)

(
社
会
糾
竿
)
　
」
清
祥
H
論
G
i
V
 
V
^
ォ
:
蝣
+
r
<
J
 
t
托
V
.
^
J
肘
L
V
.
(
'
*
灘

授
)

(
円
黙
科
学
)
　
」
;
」
等
い
3
(
X
:
.
i
l
'
,
)
へ
化
学
(
S
灘
・
%
.
)
へ
天
文
学

①
㊥
(
M
助
教
授
)
'
植
物
学
(
M
教
授
)

(
語
学
)

ド
イ
ツ
語
(
S
教
授
・
N
助
教
授
)
、
英
語
(
T
教
授
t

H
.
・
H
各
助
教
授
)

〇
一
年
生
(
昭
和
2
4
年
前
期
)

男
女
共
学
が
初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
か
'
生
活
が
落
ち
着
か
ず
'
あ
ま
り

勉
強
し
な
か
っ
た
学
期
で
す
。
学
校
の
勉
強
よ
り
も
他
の
本
を
読
ん
で
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
最
初
の
学
期
が
落
ち
着
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
教

査
部
時
代
三
セ
メ
ス
タ
ー
が
動
揺
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
O
　
「
同
語

′

教
育
法
」
を
視
点
に
考
え
て
み
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
'
そ
れ
以
前
の
世

界
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◎
一
年
生
(
昭
和
2
4
年
後
期
)

国
語
科
へ
の
転
科
を
思
い
へ
前
学
期
よ
り
勉
強
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

か
ら
琴
見
る
と
、
全
く
自
覚
以
前
で
「
学
問
」
と
い
-
も
の
を
凝
祝
し
た
こ

と
の
な
い
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
か
ら
「
平
家
物
語
」
や
「
徒
然

草
」
を
結
い
た
の
も
こ
の
学
期
か
ら
で
す
が
'
そ
れ
以
前
の
世
界
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

④
　
二
年
生
(
昭
和
2
5
年
前
期
)

国
語
科
に
転
科
し
た
も
の
の
、
国
語
科
全
体
と
し
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

な
-
、
影
響
を
受
け
て
い
た
の
は
'
や
は
り
K
先
生
を
中
心
と
す
る
教
養
部

の
チ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
純
粋
思
惟
的
な

思
考
に
'
む
し
ろ
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
よ
う
な
時
で
へ
こ
の
時
期
も
ま
た
'

国
語
教
育
と
は
疎
遠
な
時
期
で
あ
っ
た
と
琴
与
り
れ
ま
す
.
一
般
に
教
頚
部

.
の
時
は
'
哲
学
を
一
セ
メ
ス
タ
ー
に
二
つ
も
取
っ
た
り
し
て
'
抽
象
的
な
理

論
を
好
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
K
先
生
の
グ
ル
ー
プ
に
は
い
っ
た
の
も
こ
の

た
め
で
'
新
制
高
砂
時
代
の
延
長
に
あ
っ
た
こ
と
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

I
-
専
門
コ
ー
ス

伊
　
二
　
汁
(
L
-
部
T
.
耳
&
'
」
)

(
専
門
)
　
国
語
表
現
論
(
D
教
授
)
へ
音
声
学
(
F
助
教
授
)
へ
花
伝
書

r.0-2



正
　
　
　
　
　
∵
蝣
'
.
'
蝣
'
'
'
7
;
"
.
¥
∴
'
蝣
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)
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∴
.
.
∴
∵
<
蝣
/
>

蝣
蝣
蝣
.
;
i
'
蝣
蝣
蝣
"
.
>
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"
,
(
i
v
_
∴
‥
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'
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!
'
∴
　
　
∵
C
'
'
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'
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'
,
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'

・

∴

　

　

　

　

　

　

(

L

i

　

　

-

　

　

　

　

　

I

!

/

)

∴

∴

蝣

蝣

)

へ

(

p

I

　

　

　

　

　

　

　

　

:

_

蝣

蝣

k

-

s

i

　

蝣

"

.

蝣

'

.

)

(
-
教
授
)

だ
ん
だ
ん
自
覚
し
な
が
ら
も
'
同
じ
教
養
部
に
い
て
は
ピ
ケ
に
も
な
ら
な

・

>

<

 

'

1

-

　

　

∵

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

い

∵

換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
や
っ
と
「
学
開
」
と
い
う
も

の
の
放
し
さ
と
楽
し
さ
が
わ
か
り
始
め
た
も
の
で
'
文
学
部
F
先
生
'
教
育

学
部
N
先
生
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

①
一
二
年
生
(
昭
和
2
6
年
前
期
)

(
専
門
)
　
国
語
学
の
諸
問
題
(
F
助
教
授
)
へ
花
伝
書
(
K
助
教
授
)
へ

西
鶴
(
M
助
教
授
)
、
三
冊
子
(
o
教
授
)
'
倫
理
(
S
教
授
)

中
国
文
学
(
S
教
授
)
へ
　
言
語
学
(
W
助
教
授
)
、
仏
文
学

(
N
的
'
蝣
?
A
t
*
)
へ
文
学
蛸
m
(
c
米
持
)

(
-
;
:
;
帆
)
　
E
i
>
=
;
召
史
へ
Y
隼
%
t
<
)
'
聖
.
;
話
法
(
N
的
・
h
-
'
柁
)
へ
日

本
東
洋
教
育
史
(
S
助
教
授
)
、
学
習
指
導
と
そ
の
方
法
(
S

款
t
i
)
へ
㌫
山
人
(
・
-
I
h
i
T
柁
)
へ
」
」
#
a
 
c
-
款
Y
n

少
し
自
覚
し
て
国
語
の
勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
た
の
も
つ
か

の
問
、
体
を
悪
-
し
て
'
ブ
ラ
ン
ク
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
が
よ
く

な
っ
て
'
九
月
に
広
島
へ
出
て
か
ら
も
'
期
末
試
険
を
控
え
て
'
ノ
ー
ト
写

し
な
ど
分
散
し
た
勉
強
の
し
か
た
で
'
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
終
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
学
期
に
国
語
教
育
を
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
選
ぶ
こ
と

に
決
め
ま
し
た
か
ら
、
や
っ
と
国
語
教
育
の
領
域
に
は
い
っ
た
と
は
い
え
る

し

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

:

.

.

.

:

-

.

!

-

-

.

.

-

:

蝣

'

.

-

-

-

蝣

'

.

?

.

●

生
著
「
言
葬
と
そ
の
文
化
」
)
d
'
私
を
国
語
数
万
に
導
い
た
と
も
い
え
る

も
の
で
'
私
に
は
苦
心
義
狭
い
も
の
で
し
た
。

以
上
t
 
A
の
記
述
に
よ
っ
て
へ
新
制
発
足
当
初
の
教
養
部
・
学
部
で
の
勉
学

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
o
転
科
開
匙
・
病
臥
な
ど
が
介
在
し
て
、
そ
の
勉

学
状
況
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。
ま
た
専
門
意
識
の
確
立
も
、
じ
ゆ
-
ぷ

ん
で
は
な
い
.
し
か
し
'
そ
う
し
た
状
況
下
で
'
国
語
教
育
へ
接
近
し
は
じ
め

て
い
る
点
は
'
注
目
さ
れ
る
.
そ
の
契
機
の
一
つ
が
'
テ
キ
ス
-
輪
読
本
位
の

国
語
教
育
研
究
会
で
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
や
は
り
注
意
を
ひ
く
の
で
あ

る
。二

　
「
国
語
科
教
育
法
」
　
(
昭
和
2
6
年
後
期
)

⑥
一
二
年
生
(
昭
和
2
6
年
後
期
)

(
専
門
)
　
国
語
学
の
諸
問
題
(
F
助
教
授
)
、
文
法
論
(
F
助
教
授
)

宗
祇
研
究
(
K
助
教
授
)
へ
連
歌
史
(
K
助
教
授
)
'
国
語

史
(
M
助
教
授
)
、
国
語
表
現
論
(
M
助
教
授
)
'
中
世
歌

論
史
(
0
教
授
)
へ
関
東
の
文
学
(
S
教
授
)
、
中
国
文
学

(
S
助
教
授
)
'
文
学
概
論
(
o
教
授
)

(
教
職
)
　
青
年
心
理
(
K
教
授
)
、
国
語
科
教
育
法
(
Y
助
教
授
・
N

助
教
授
)
へ
児
琵
語
研
究
(
N
助
教
授
)
'
書
道
(
l
教

m

国
語
教
育
に
つ
い
て
'
少
し
専
門
的
に
勉
強
し
た
学
期
だ
と
思
い
ま
す
。

I

.

.

い

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

∵

.

'

'

.
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蝣

'

一

い

-

"

:

-

-

・

.

*

"

"

:

-

'

*

.

"

蝣

'

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に
い
っ
て
'
現
在
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
は
'
国
語
科
に
学
ん
で
い
る
学
生
と
し
て
'
国
語
教
育
に
直
接

有
用
な
勉
強
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
.
よ
ほ
ど
の
自
覚

-603 -



が
な
け
れ
ば
'
生
活
を
国
語
教
育
の
勉
強
に
統
一
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
結
論
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
視
点
に
立
っ
て

み
て
も
'
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
年
生
の
後
期
に
な
っ
て
'
「
国
語
科
教
育
法
」
を
受
講
し
t
か
つ
多
く
の

専
門
科
目
を
受
講
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
'
A
の
考
え
か
た
が
し
っ
か
り
し

て
、
自
覚
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
点
は
'
見
の
か
せ
な
い
。
直
援
み
ず
か
ら
の

経
験
に
照
ら
し
て
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
は
'
国
語
教
育
の
勉
強
に
自
己
の
生

活
を
統
一
し
て
い
-
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
遺
敬
し
て
い
る
。
こ
れ
も
切
実
な

述
懐
と
見
ら
れ
る
。
同
時
に
へ
問
題
点
の
伏
在
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(
-
o
　
<
;
の
記
ん
だ
国
語
教
育
参
考
文
献

H
「
国
語
科
教
胃
法
」
開
講
前
に
読
ん
だ
も
の
(
昭
和
2
6
年
1
1
月
1
7
日
調

べ
)

-
「
.
E
葦
蝣
w
.
v
-
学
誉
情
=
j
」
　
(
S
^
t
i
'
S
)

2
「
言
琵
と
そ
の
文
化
」
　
(
西
尾
実
著
)

3
「
i
n
'
-
蝣
蝣
.
!
ふ
誉
‖
r
i
'
i
^
-
悶
1
.
[
」
　
(
H
^
F
i
>
J

4
「
国
語
教
育
請
庄
」
　
(
刀
江
容
院
)

L
L
T
「
日
*
蝣
*
‥
'
・
蝣
!
:
'
-
蝣
蝣
蝣
¥
'
r
:
/
~
」
　
(
山
黒
小
一

6
「
話
言
残
と
そ
の
教
育
」
　
(
山
口
喜
一
郎
著
)

丁
「
=
-
-
:
e
-
:
小
/
.
化
/
~
!
」
　
(
H
F
宗
r
S
-
学
"
,
¥
m

8
雑
誌
「
同
語
と
国
文
学
」
　
(
昭
和
2
6
年
7
月
号
)

9
「
国
語
教
育
辞
典
」
　
(
東
京
望
)
　
(
常
時
利
用
し
て
い
る
も
の
。
)

臼
「
国
語
科
教
育
法
」
開
講
中
に
読
ん
だ
も
の
o
　
(
昭
和
2
7
年
3
月
1
日

r
?
r
へ
)

d
　
買
い
求
め
た
も
の
　
(
○
印
は
通
叫
蝣
m
 
X
は
部
分
詑
み
o
)

-
　
「
国
語
教
育
講
座
」
　
(
刀
江
書
院
)
0

2
　
「
国
語
教
育
」
　
(
教
育
大
学
講
座
)
　
×

1
　
「
か
ん
?
,
蝣
-
.
-
!
サ
」
と
は
(
E
j
培
;
.
品
)
L
i
J
i
L
1
-
1
=
曇
　
」
　
(
E
・
∴
月
∴
皐
'
-
'
?
)

0

4
　
「
こ
と
ば
の
反
省
」
　
(
小
林
英
夫
薯
)
O

L
E
=
雑
記
「
言
語
生
活
」
　
(
五
冊
)
0

6
　
「
〓
語
1
1
i
^
_
論
」
　
(
時
-
K
.
-
;
'
.
 
'
.
-
記
y
y
)
　
x

b
　
借
り
た
も
の

7
　
「
　
　
冥
川
.
i
7
」
　
(
大
西
隼
;
f
l
>
)
〇
、

8
　
「
H
t
.
J
学
」
　
(
小
、
E
i
^
a
S
)
0

9
　
「
話
術
」
　
(
徳
川
夢
声
著
)
○

自
己
の
読
ん
だ
参
考
文
献
に
つ
い
て
t
 
A
は
右
の
よ
う
に
挙
げ
へ
　
「
そ
の
他

は
'
今
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
一
般
に
へ
　
こ
の
セ
メ
ス
タ
ー
は
'
文
学
部
で
入
科

目
も
調
奇
が
あ
っ
た
た
め
へ
　
『
文
学
』
に
関
す
る
文
献
の
ほ
う
を
多
-
読
ん
だ

よ
-
に
思
い
ま
す
.
」
と
述
べ
て
い
る
。
専
門
教
養
は
文
学
部
で
'
教
職
教
養

は
教
育
学
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
受
講
す
る
た
て
号
乙
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
O

三
年
生
後
期
(
六
セ
メ
ス
タ
ー
)
と
い
え
ば
'
文
学
部
で
の
専
門
教
走
の
科
目

も
質
量
と
も
に
多
く
重
い
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
'
右
の
よ
う
に

読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
意
識
し
て
努
力
し
て
文
献
に
接
し
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
話
す
こ
と
の
教
育
に
関
連
し
た
文
献
が
多
く
読
ま
れ
て
い
る
の

ほ
、
学
生
A
の
関
心
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
　
開
講
中
の
作
業
レ
ポ
ー
ト
(
×
印
は
、
A
の
提
出
し
な
か
っ
た
も

0

-

)

-f:04 -
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私
の
受
け
て
き
た
同
語
教
胃

今
の
私
は
国
語
教
習
を
ど
の
よ
う
に
琴
見
る
か

国
語
教
習
構
造
観

苦
く
生
活
の
反
省

私
は
言
語
生
活
を
ど
の
よ
-
に
見
て
い
る
か

I

 

J

・

こ

∴

　

　

　

　

　

　

　

-

私
は
言
語
文
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
.

-

-

-

蝣

蝣

'

-

a

I
T
*
蝣
'
-
小
:
V

こ
と
ば
の
生
態
的
把
捉

わ
が
言
語
生
活
の
展
開

創
作
(
詩
・
歌
・
俳
句
な
ど
)
×

開
く
こ
と
の
反
街
　
×

話
す
こ
I
L
O
i
l
/
.
t
 
x

私
の
受
け
た
文
芸
教
育

私
の
行
お
-
と
す
る
文
芸
教
習

私
c
j
t
-
V
・
*
-
て
き
た
ナ
i
-
;
-
㌫
J
'
'
-
.

私
の
行
お
-
と
す
る
文
法
教
育

「
.
代
∴
　
一
　
　
　
　
∵
i
・
-
t
　
蝣
:

・
[
　
∴
　
　
　
　
　
ニ
二
∵
　
∴
・
・
一
'
'
蝣
'
~
l
'
-
i
'
'
.
-
!

「
聞
-
こ
と
」
を
中
心
と
す
る
単
冗
学
n
の
反
問

国
語
教
育
を
実
質
的
に
高
め
て
い
-
た
め
に
、
そ
の
基
琵
学
と
し
て
'

ど
の
よ
う
な
も
の
を
学
ば
ん
と
す
る
か

2
3
　
こ
れ
か
ら
国
語
教
育
を
ど
の
よ
-
に
研
究
し
て
い
く
か

◆

「
国
語
科
教
育
法
」
開
講
中
、
A
の
追
出
し
た
作
業
レ
ポ
ー
ト
は
、
右
に
示

し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
'
毎
週
へ
あ
る
い
は
冬
休
み
な
ど
に
作
業
し
て
蛇

田
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
o

昭
和
二
六
年
後
期
の
「
国
語
科
教
育
法
」
で
は
'
講
義
形
式
で
は
な
く
作

業
方
式
を
採
用
し
た
.
R
'
水
異
氏
の
「
国
語
科
概
論
」
　
(
有
的
堂
駁
)
を
テ
キ

ス
ト
と
し
つ
つ
'
各
自
の
作
業
報
告
を
手
か
か
り
と
し
て
'
進
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
(
な
お
へ
　
こ
の
セ
メ
ス
タ
ー
当
時
の
「
国
語
科
教
育
法
」
は
'
山
根
安

太
郎
先
生
と
二
時
間
ず
つ
共
同
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
'
先
生
は
実
地

画
・
具
体
面
を
'
わ
た
-
L
は
原
理
面
・
基
だ
両
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
を
'

あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
た
。
)

こ
の
セ
メ
ス
タ
ー
の
「
国
語
科
教
育
法
」
日
程
は
、
つ
ぎ
の
よ
-
に
な
っ
て

い
た
。-

　
昭
和
2
6
年
1
 
1
月
3
日
(
土
)
　
休
講
.
「
文
化
の
日
」
の
た
妙
。

2
　
昭
和
2
6
年
1
1
月
1
0
日
(
日
)
　
休
誠
。
広
島
文
理
大
田
語
国
文
学
研
究

集
会
の
た
め
。
「
国
語
教
育
の
時
間
的
構
造
」
を
発
表
す
る
。

3
　
昭
和
2
6
年
1
1
月
1
7
日
(
土
)
　
そ
の
一
閃
謡
、
予
備
調
査
。
(
作
業

I
t
　
「
4
c
h
>
:
け
て
・
V
.
'
;
た
　
岩
㌫
〓
」
　
　
　
押
　
七
T
*
r
-
¥
-
)
)

4
　
昭
和
2
6
年
1
1
月
2
4
日
(
土
)
　
そ
の
二
　
田
語
数
苛
研
究
文
献
の
研

究
。
(
作
業
2
'
「
今
の
私
は
国
語
教
育
を
ど
の
よ
う
に
琴
見
る
か
」
)

5
　
昭
和
2
6
年
1
2
月
1
日
(
土
)
　
そ
の
三
　
国
語
教
育
楕
造
鋭
1
だ
れ

.

.

.
‥
蝣
{
-
T
-
r
-
'
∵
'
.
'
・
-
-
-
!
五
]
=
‥
'
「
　
　
　
　
　
　
」
へ
作

業
4
'
「
書
く
生
活
の
反
省
」
へ
作
業
5
、
「
私
は
言
語
生
活
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
」
-
)

・
蝣
O
 
L
?
S
S
i
斗
^
c
;
x
R
(
-
H
J
　
　
　
□
　
v
^
'
;
;
.
i
>
-
?
.
'
:
P
.
r
-
>
:
-
*
H
　
　
だ
ー

に
・
1
(
作
芸
6
、
「
読
む
こ
と
の
反
省
1
証
言
生
活
の
反
省
1
」
、
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作
業
7
'
「
私
は
言
語
文
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
)

7
 
E
I
蛸
叩
'
.
z
y
;
?
i
ご
日
.
門
月
(
±
)
　
<
¥
>
r
J
云
　
言
㌫
'
i
t
n
.
 
-
.
 
-
j
O
i
V
.
捉
1
だ
れ

が
～
(
作
業
c
c
t
　
「
童
話
」
　
(
小
学
三
・
四
年
生
向
'
五
枚
)
'
作

業
9
'
「
短
編
小
説
」
　
(
高
校
生
心
理
に
聴
材
す
る
'
一
〇
枚
)
'
作

業
1
0
'
「
こ
と
ば
の
生
態
的
把
擾
」
へ
作
業
1
1
'
「
わ
が
言
語
生
活
の

展
開
」
、
作
業
1
.
「
創
作
」
　
(
詩
・
歌
・
俳
句
な
ど
)
　
(
作
業
8
-

1
2
ま
で
は
'
冬
休
み
中
の
作
業
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

c
c
　
昭
和
2
7
年
1
月
1
 
2
日
(
土
)
　
休
講
o
高
師
の
は
-
の
就
職
関
係
の
仕

事
で
'
近
現
地
方
へ
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

9
　
昭
和
2
7
年
1
月
1
 
9
日
(
土
)
　
休
講
。
同
前
。
.

1
0
　
昭
和
2
7
年
1
月
2
6
日
(
士
)
　
そ
の
六
　
言
語
文
化
の
構
造
　
-
　
な
に

を
1
(
作
莱
l
.
「
開
く
こ
と
の
反
省
」
へ
作
業
1
4
へ
　
「
話
す
こ
と

の
反
省
」
へ
作
業
l
'
「
私
の
受
け
た
文
芸
教
育
」
'
作
業
1
6
へ
　
「
私

の
行
お
-
と
す
る
文
芸
教
育
」
)

1
 
1
　
昭
和
2
7
年
2
月
2
日
(
土
)
　
そ
の
七
　
文
芸
教
育
の
構
想
　
(
作
業

1
7
へ
　
「
私
の
受
け
て
き
た
文
法
教
育
」
へ
作
業
I
P
　
「
私
の
行
お
う
と

す
る
文
法
教
育
」
'
作
業
1
9
、
「
『
現
代
文
学
教
室
』
　
(
稲
田
俊
一
氏

著
)
書
評
」
)

1
2
　
昭
和
2
7
年
2
月
9
日
(
士
)
　
そ
の
八
　
文
法
教
育
の
構
想
　
(
作
業

「
テ
キ
ス
-
　
『
国
語
科
概
論
』
　
(
R
'
水
宍
氏
著
)
の
要
約
と
批

判
」
'
作
業
2
1
へ
　
「
『
聞
-
こ
と
』
を
中
心
と
す
る
単
元
学
習
の
展

開
」
)

1
 
3
　
昭
和
2
7
年
2
月
1
 
6
日
(
土
)
　
そ
の
九
　
テ
キ
ス
ト
の
批
判
　
-
　
立
場

と
方
法
1
(
作
業
2
2
'
「
国
語
教
育
を
実
質
的
に
高
吟
て
い
く
た
め

に
へ
　
そ
の
基
礎
学
と
し
て
'
ど
の
よ
う
な
も
の
を
学
ぽ
ん
と
す
る

か
」
)

E
　
昭
和
2
7
年
2
月
2
3
日
(
士
)
　
そ
の
一
〇
　
国
語
教
育
研
究
法
(
作
業

2
3
'
「
こ
れ
か
ら
国
語
教
育
を
ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
い
-
か
」
)

1
5
　
昭
和
2
7
年
3
月
1
日
(
士
)
　
そ
の
一
一
考
査
(
作
業
2
4
'
「
国
語

科
教
胃
法
を
視
点
と
し
て
'
今
ま
で
に
受
け
て
き
た
一
般
・
専
門
・
教

職
・
そ
の
他
各
科
目
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
兄
い
だ
す
か
」
'
~
作
業

a
'
r
予
備
調
査
以
後
、
①
通
読
し
た
り
買
い
求
め
た
り
し
た
国
語
科

∴
・
.
:
・
仙
　
∵
.
・
左
」
-
　
∴
∴
　
い
　
*
.
-
・
-
、
'
.
、
‥
-
-
>
J

の
講
座
で
の
ノ
ー
-
<
五
段
帽
で
記
入
。
∨
」
、
作
業
S
.
「
こ
の
『
国

語
科
教
育
法
』
で
と
っ
た
方
法
の
、
A
長
所
、
B
短
所
」
、
作
業

「
'
・
∴
・
.
=
…
い
.
.
'
-
*
~
*
"
*
'
"
'
.
,
-
'
*
*
・
'
^
.
.
'
.
‥
　
　
　
　
　
い
.
∴
[
・

筒
を
す
る
か
'
㊥
実
習
に
何
を
期
待
す
る
か
」
、
作
票
E
S
.
「
卒
業
論

文
の
開
墾
　
の
専
攻
'
㊥
テ
ー
マ
'
㊥
そ
れ
に
つ
い
て
の
進
行
状

況
」
'
作
業
2
2
　
「
今
ま
で
勉
学
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
こ
と
」
'
作

業
3
9
　
「
国
語
科
教
育
の
理
論
的
構
造
と
契
随
的
構
造
」
　
-
以
上
t

作
業
　
　
は
,
午
前
九
時
二
〇
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
教
室
で
容
か
'

せ
た
。
考
査
と
い
っ
て
も
'
試
験
・
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
評
価
(
実
態

調
査
と
反
省
を
中
心
と
す
る
)
で
あ
っ
た
。
学
生
A
は
、
午
后
三
時
二

九
分
に
提
出
し
て
い
る
。

右
の
う
ち
へ
各
回
の
か
っ
こ
内
の
作
票
は
へ
そ
の
時
間
に
提
出
し
て
'
家
庭

作
業
の
の
ち
'
提
出
を
求
め
へ
そ
れ
を
ふ
亨
ズ
て
'
毎
時
間
の
発
表
・
報
告
・

討
議
・
助
言
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
ォ
O
　
　
の
提
出
し
た
作
業
レ
ポ
ー
ト
(
抄
出
)

A
の
提
出
し
た
作
業
レ
ポ
ー
ト
の
う
ち
へ
い
-
つ
か
を
掲
げ
る
.
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作
業
-
　
私
の
受
け
て
き
た
国
語
教
育

考
え
て
み
ま
す
と
'
小
学
校
時
代
'
私
が
国
語
教
室
で
御
指
導
い
た
だ
い

た
の
は
、
七
人
の
先
生
で
す
。
全
く
西
も
東
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
に
'
サ

ク
ラ
託
本
巻
一
か
ら
、
巻
十
二
ま
で
を
数
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
感

謝
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
年
間
受
け
た
国
語
教
育
を
ふ
り
返
っ
て
'
全
般
的
に
言
え
る
こ
と
は
'

「
読
み
方
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
音
誹
が
そ
の
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い

た
こ
と
で
す
o
　
「
書
振
り
」
、
　
「
意
味
」
も
ま
た
、
反
復
紋
習
し
た
も
の

で
'
注
釈
的
な
色
彩
が
濃
-
'
教
科
容
の
範
囲
内
で
作
業
的
に
'
操
作
が
く

り
返
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
作
文
の
時
間
は
、
三
四
年
の
想
像
性

の
強
い
時
に
'
ほ
と
ん
ど
自
由
還
匙
だ
っ
た
の
で
'
私
の
経
験
で
は
随
分
そ

の
時
問
が
待
た
れ
た
も
の
で
し
た
o
し
か
し
、
六
年
生
の
こ
ろ
に
は
、
運
動

会
・
遠
足
な
ど
と
'
学
校
行
事
の
オ
マ
ケ
の
よ
-
に
'
無
表
情
で
容
い
た
記

憶
も
あ
り
ま
す
Q
し
か
し
、
七
人
の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
お
い
て
、

指
導
し
て
-
だ
さ
っ
た
こ
と
も
'
記
憶
の
中
に
鮮
明
な
邸
実
で
す
。
女
学
校

に
は
入
っ
て
か
ら
は
'
新
制
高
校
卒
業
ま
で
に
、
六
人
の
先
生
に
「
国
文
」

な
い
し
は
「
文
法
」
を
受
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
'
教
授
法
と
'
一
口

で
言
う
に
は
パ
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
富
み
す
ぎ
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
終

戦
後
は
と
く
に
あ
ざ
や
か
で
'
寄
福
舎
払
い
下
げ
の
校
舎
も
明
る
か
っ
た
徒

然
草
の
時
間
'
　
「
女
役
油
地
獄
」
で
そ
の
一
面
を
知
っ
た
江
戸
文
学
の
時

間
'
西
田
幾
太
郎
氏
の
「
知
と
愛
」
を
数
え
て
-
だ
さ
っ
た
校
長
先
生
'
等

々
と
'
女
学
校
で
受
け
た
講
義
の
中
で
'
印
象
の
大
半
は
国
語
教
室
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
o
 
L
か
し
へ
今
の
新
制
高
校
の
教
科
欝
に
見
ら
れ
る
、
自
分

で
考
,
t
t
る
こ
と
は
少
な
-
'
先
生
の
講
義
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
国
語
教
育
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
が
よ
い
と
い
う
の
で
な
く
へ
当

門
u

時
の
楽
し
か
っ
た
国
語
教
皇
を
回
想
し
な
が
ら
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。
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ォ

m
　
言
語
生
活
の
向
上
に
よ
っ
て
へ
人
間
完
成
を
日
ざ
す
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
単
な
る
、
言
語
技
術
の
習
得
に
と
ど
ま
る
も
の
で
も
な
く
、

同
時
に
'
技
術
を
軽
視
し
た
人
間
教
育
で
あ
る
べ
き
で
も
な
く
へ
両
者
の
止

揚
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
国
語
教
育
は
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

i
i
　
国
語
・
国
文
学
が
'
静
止
的
な
学
開
化
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現

在
へ
ぜ
ひ
へ
国
語
教
育
が
'
一
般
的
な
生
活
や
文
化
と
交
渉
を
持
つ
学
関
と

し
て
樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
o

い
・
∴
:
;
∵
　
　
　
∵
:
'
・
ふ
.
'
1
-
'
H
,

ば
'
現
在
ま
で
の
教
育
で
離
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
た
'
学
問
と
生
括
'
な
い

し
は
学
校
と
社
会
が
崇
哲
に
な
り
'
互
い
に
註
志
疎
通
に
便
と
な
れ
ば
'
教

育
全
体
お
よ
び
教
育
の
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
、
面
目
を
l
新
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

糾
　
国
語
教
育
史
的
に
見
れ
ば
'
歴
史
的
必
然
に
導
か
れ
て
発
展
し
た
国

語
教
育
も
'
最
も
基
蛇
で
あ
る
別
語
教
室
に
お
い
て
は
'
案
外
反
動
的
な
,

堅
忍
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
は
'
私
た
ち
の
時

I
'
'
"
.
'
'
-
'
-
*
.
"
'
"
'
v
'
い
:
'
い
-
I
t
.
"
-
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蝣
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:
　
∵
.
・
・
∵
>
i
Q
J
 
i

は
'
戦
後
へ
そ
の
同
じ
偏
重
さ
を
話
し
こ
と
ば
の
上
に
見
せ
て
い
る
と
思
わ

、

a

.

・

∵
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い
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蝣
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蝣

'

蝣

;

,

^

L

t

 

H

s

v

J

斑
り
入
れ
る
ぺ
-
不
動
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
在
の
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
へ
国
語
敬
重
に
〓
只
し
た
信
念
を
持

た
せ
る
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
の
で
す
o
　
(
思
い
つ
-
ま
1
に
、
国
語
教
育

に
対
す
る
考
え
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
'
論
理
性
の
な
い
も
の

Zfn



に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
)

作
業
芋
曇
z
J
f
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一
・
・
∴
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‥
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'
・
蝣
"
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.
'

.
'
'
'
"
-
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'

蝣
-
‥

的
な
い
し
は
粗
相
と
方
法
を
持
つ
意
味
に
お
い
て
、
学
校
国
語
教
育
に
限
定

し
ま
す
。

山
男
践
体
系
と
し
て
の
国
語
教
育
は
、
国
語
科
に
関
す
る
基
礎
学
乃
至

補
助
学
を
蓄
積
し
,
さ
ら
に
教
授
法
を
体
絹
し
た
・
<
問
と
し
て
の
教
師
が
'

個
人
と
同
時
に
社
会
人
と
し
て
の
完
成
を
要
望
さ
れ
て
い
る
生
徒
に
対
し
'

言
語
生
活
向
上
を
目
的
と
す
る
素
材
を
媒
介
に
、
教
育
的
実
践
を
行
う
こ
と

を
も
っ
て
基
本
形
態
と
し
ま
す
。

払
!
'
一
・
、

が
,
現
実
の
場
に
お
い
て
、
相
互
の
言
語
生
活
の
向
上
を
は
か
る
と
こ
ろ

に
、
U
の
ど
と
き
一
方
的
方
向
だ
け
で
な
-
、
教
師
と
生
徒
の
相
互
媒
介
的

な
関
連
が
成
立
し
ま
す
.

・
・
∵
‥
I
.
"
-
1
.
'
f
・
I
・
∵

位
で
あ
る
教
授
内
容
と
教
授
方
法
を
均
等
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

・
.
"
'
:
-
'
.
-
'
.
∴
・
∴
∵
∵
∵

∵
・
に
言
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蝣
-
・
-
蝣
'
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'
-
-
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:
-
'
-
:
¥
'
-
.
-
'
一
㌧

り
ま
す
。
こ
の
両
者
を
,
言
語
生
沼
の
基
藍
の
上
に
あ
や
ま
り
な
く
平
行
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

糾
基
挺
学
な
い
し
補
助
学
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
'
教
授
内
容
に
関

し
=
し
一
∵
'
-
.
*
-
・
"
.
・
-
,
"
<

ま
た
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
教
授
方
法
に
つ
い
て
は
'
言
語
能
力
を
積
極
的

に
∵
'
・
l
'
*
~
*
i
'
蝣
'
-
い
'
∴
∵
∵

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
,
言
語
生
活
を
基
底
と
す
る
国
語
教
育
に
お
い
て
'
現

・

蝣

蝣

蝣

)

蝣

蝣

蝣

蝣

蝣

/

.

-

　

∵

)

'

'

'

し
て
,
自
分
自
身
を
中
心
に
思
考
を
決
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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∵
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'

1
女
学
校
に
お
け
る
国
文
教
育
I

の
概
説
言
語
教
育
・
文
学
教
育
と
い
う
二
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば
'
私

の
受
け
て
き
た
の
は
文
学
故
苛
で
あ
る
と
い
え
ま
す
o
そ
の
「
方
法
」
か
ら

考
え
れ
ば
,
内
容
主
義
で
あ
っ
た
と
も
、
把
買
主
糞
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る

と
思
い
ま
す
o
も
ち
ろ
ん
、
・
徒
然
草
や
源
氏
な
ど
の
訓
話
注
釈
的
な
授
業
も

・
　
∵
　
　
　
　
'
~
.
'
'
I
'
・
　
・
'
:
'
　
∴
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蝣
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蝣
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.

'

の
を
含
ん
で
い
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
0

.
日

ま
す
と
,
教
科
書
は
・
「
新
制
女
子
国
文
」
(
検
定
本
)
と
い
う
、
川
合
三
望

氏
や
野
上
放
生
子
氏
の
も
の
の
出
て
い
る
本
で
'
方
法
と
し
て
は
、
わ
り
あ

い
訓
話
注
釈
主
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
O
琴
え
て
み
ま
す
の
に
'
女
学
校

の
国
文
で
,
近
ご
ろ
の
よ
う
に
一
定
の
目
標
が
あ
っ
た
よ
-
に
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。
受
持
の
先
生
如
何
で
'
注
釈
主
義
的
で
も
あ
れ
ば
'
文
学
三
男
的
で

も
あ
っ
た
よ
う
に
琴
冬
ら
れ
ま
す
。
ま
た
当
時
は
作
文
の
時
間
と
い
う
の
が

あ
り
,
こ
れ
が
国
文
の
時
間
の
　
受
・
筑
豊
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
'
創
作
の

ほ
う
に
あ
ず
か
っ
て
カ
が
あ
り
、
文
学
教
育
を
構
成
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

一

　

　

　

　

、

　

　

　

一

‥

　

　

1

1

'

-

、

・

.

.

も
の
で
,
戦
前
の
も
の
と
は
か
な
り
ち
が
っ
て
き
ま
し
た
.
教
授
方
法
も
'

60S



教
科
書
を
は
な
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
扱
っ
た
り
'
先
生
が
文
芸
作
品
を
朗
託
し

て
-
だ
さ
っ
た
り
へ
い
わ
ゆ
る
自
由
な
文
芸
教
T
苛
を
受
け
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
に
は
'
以
前
は
独
立
し
て
い
た
文
法
の
時
間
も
な
く
'
も
ち

ろ
ん
作
文
の
時
間
も
な
-
て
'
専
ら
文
芸
鑑
賞
主
義
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
し
て
へ
こ
れ
が
わ
る
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
-
'
む
し
ろ
そ
れ

ゆ
え
に
こ
そ
国
文
の
時
間
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
'
国
語
教
育
と
い
う
も
の
が
言
語
生
活
を
基
鑑
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
在
か
ら
考
え
れ
ば
'
全
面
的
に
は
首
足
で
き
な
い
こ
と
も
ち
ろ
ん

で
す
。

作
業
1
6
私
の
行
お
-
と
す
る
文
芸
教
育

の
文
芸
教
育
と
は
文
芸
教
育
が
、
文
芸
作
品
皇
子
受
鑑
賞
し
'
創
造
す

る
能
力
を
養
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
'
基
本
構
造
に
お
い
て
は
変
化
は
な
い

も
の
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
文
芸
の
持
つ
目
的
性
な
い
し
意
表
と
'
教
育
の

領
域
内
で
そ
れ
の
占
め
る
地
歩
如
何
、
と
い
-
相
互
関
係
に
お
い
て
'
文
芸

教
育
が
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
文
芸
が
'
音
楽
・
絵
画
と
共
に
芸
術

で
あ
る
以
上
'
一
般
の
生
活
の
場
面
よ
り
高
次
元
に
あ
る
と
は
容
易
に
い
え

ま
す
O
一
方
現
在
の
教
育
m
標
を
考
え
て
み
ま
す
と
'
生
活
の
全
般
を
高
め

る
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
へ
生
沼
的
場
と
t
よ
り
高
次

の
場
を
持
つ
両
者
に
は
交
渉
が
な
い
で
し
ょ
-
か
O
文
芸
が
言
語
に
よ
る
芸

術
で
あ
る
こ
と
へ
言
語
生
活
に
も
先
行
す
る
「
考
え
る
作
用
」
と
文
芸
は
と

く
に
関
係
淡
い
こ
と
、
な
ど
に
よ
り
へ
文
芸
教
育
は
国
語
教
育
に
正
当
に
位

軍
つ
け
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
す
。
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I

問
題
は
別
語
科
に
お
い
て
い
か
に
位
置
づ
け
、
い
か
な
る
範
囲
'
程
定
'
方

蝣
'
蝣
・
'
r
文
r
=
∵
「
I
を
二
㌣
と
L
う
こ
.
'

-
)
¥
J
¥
,
こ
∴
蝣
'
1
)
'
"
>
I
'
言
語
生

活
も
や
が
て
言
語
文
化
へ
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
へ
反
対
に
'
文
芸
も
ま
た

言
語
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
'
生
活
か
ら
全
-
遊
雌
…
し
た
も
の
で
な
い
と
い

う
m
v
.
'

-
'
-
¥
)
む
い
て
'
け
さ
せ
日
子
・
・
'
蝣
j
:
-
>
も
;
'
山
誉
t-・ー
か

ら
出
発
し
た
文
芸
を
各
自
に
持
た
せ
る
こ
と
が
そ
の
理
想
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。,

i
i
文
T
.
;
t
:
喜
思
へ
の
芯
・
・
-
J
-
1
*
∴
‥
＼
什
蝣
;
'
」
」
捕
.
硯
の

誤
謬
を
お
か
し
た
の
は
'
言
語
生
清
の
中
に
人
間
教
育
を
見
出
し
得
ず
'
特

殊
な
文
芸
の
世
界
に
依
存
し
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
o
し
か
し
合
目
的
的
な

言
語
-
*
-
-
;
J
O
,
‡
^
-
^
"
l
!
豆
な
い
C
∴
.
,
あ
り
*
t
f
す
。
言
語

教
育
に
お
け
る
生
活
的
な
広
が
り
と
同
時
に
へ
文
芸
教
育
と
い
う
高
さ
の
あ

る
と
こ
ろ
に
'
正
し
い
E
語
数
苛
が
存
在
す
る
と
思
い
ま
す
o

作
業
1
7
私
の
受
け
て
き
た
文
法
教
育

国
文
教
L
(
;
の
内
申
が
'
誹
説
・
作
文
・
文
法
と
鼎
立
し
た
も
の
で
し
た

が
、
中
で
も
文
法
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
知
識
体
系
と
し
て
教
授
さ
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
o
当
時
、
文
法
教
苛
の
目
的
が
'
那
辺
に
あ
る
か
と
い
う
確
聞
な
ど

起
こ
す
こ
L
l
も
,
'
J
.
-
＼
'
」
t
^
;
S
-
J
-
>
て
忠
に
」
?
i
㌣
L
t
J
L
?
記
に
;
/
蝣
'
つ

て
い
た
の
が
文
法
教
苛
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
か
ら
堵
え
て
み
て
・
,
f
t
お
よ
そ
年
活
を
基
桁
と
す
る
言
語
よ
り
距
離
の

あ
る
'
書
き
こ
と
ば
に
の
み
一
.
S
i
点
が
お
か
れ
'
書
き
こ
と
ば
の
法
則
を
知
る

こ
と
で
、
そ
の
目
的
は
完
了
L
t
そ
れ
が
範
囲
で
あ
っ
た
よ
~
う
で
す
o
全
く

文
法
の
た
妙
の
文
法
が
存
在
し
'
そ
れ
を
天
降
り
式
に
'
抑
育
み
に
し
て
い

た
も
の
で
'
先
生
の
教
4
t
<
法
が
、
よ
ほ
ど
す
ぐ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
'
生
徒 609



の
興
味
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
な
学
科
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

口
語
文
法
を
習
っ
た
l
年
生
の
時
を
思
い
出
し
て
み
ま
す
と
'
テ
キ
ス
ト

は
、
叶
/
」
」
」
に
¥
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Q
蝣
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血
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文
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子
E
年
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)
と
い
う
_
橋
本
粒
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先
生
著
の
も
の
で
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
T
先
生
は
教
授
法
の
す
ぐ
れ
た
先

生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
O
　
講
読
の
先
生
が
お
も
し
ろ
-
な
い
た
め
も
あ
っ

て
'
文
法
の
暗
闘
と
い
う
よ
り
'
む
し
ろ
そ
の
先
生
の
時
間
が
持
た
れ
て
、

一
通
り
口
語
文
淡
は
難
な
く
お
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
二
年
生
に
な
っ
て

文
語
文
法
に
な
っ
て
か
ら
で
.
す
o
 
T
先
生
は
上
級
生
の
勤
労
動
員
に
つ
い
て

行
か
れ
'
お
も
し
ろ
-
な
い
講
読
の
先
生
が
受
け
持
た
れ
た
の
だ
か
ら
た
ま

り
ま
せ
ん
。
テ
キ
T
(
ト
は
'
引
続
い
て
'
女
子
上
級
用
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
へ
退
屈
で
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
と
い
う
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

文
刊
…
文
叶
　
　
や
が
て
-
-
蝣
-
・
-
 
-
,
.
=
-
w
r
蝣
)
・
」
蝣
'
:
-
"
,
中
て
や
ま
O
t
 
H
托
'
・
x
U
リ

し
い
勉
強
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
'
知
識
と
し
て
授
け
ら

れ
て
い
た
文
法
は
'
か
か
っ
て
そ
の
先
生
の
教
授
法
に
あ
り
'
と
も
す
る
と

生
徒
の
敬
遠
す
る
学
科
で
し
か
な
か
っ
た
よ
-
で
す
。

作
業
1
8
　
私
の
行
お
う
と
す
る
文
法
教
育

目
　
口
¶
"
V
-
;
∵
蓑
日
日
的
　
文
　
王
〓
ペ
,
r
-
7
;
T
-
K
,
¥
-
」
一
環
/
と
-
て
.
玩

し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
は
'
国
語
教
育
の
目
的
で
も
あ
る
言
語
生
活

の
向
上
に
直
接
役
立
つ
と
い
-
こ
と
が
'
文
法
教
習
の
目
的
と
し
て
ま
ず
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
生
活
に
応
用
さ
れ
、

理
解
さ
れ
る
文
法
は
'
文
法
自
身
に
と
っ
て
も
幸
福
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
o

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
へ
　
こ
の
文
法
が
'
文
法
の
持
つ
職
能
に
よ
っ
て
へ

で
長
　
川
^
O
E
十
に
い
か
に
鋤
き
-
f
.
 
-
^
-
f
:
 
'
'
>
'
,
 
"
蝣
'
文
　
が
い

な
る
具
体
目
的
を
持
つ
か
と
い
-
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
国
語
科
指
導
要

領
に
文
法
教
育
の
目
標
と
し
て
四
項
目
挙
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
約
言
す
れ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ば
'
言
語
の
機
能
と
法
則
の
理
解
と
い
う
文
法
独
自
の
立
場
か
ら
'
自
分
の

こ
と
ば
の
反
省
が
で
き
、
正
し
く
m
J
し
い
こ
と
ば
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
t

と
い
-
こ
と
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

s
i
　
口
m
J
.
f
,
い
;
・
"
!
-
-
r
方
法
　
方
*
!
S
J
J
し
て
ま
ず
二
〔
云
蝣
/
!
蝣
<
~
:
　
竺
・
J
,
Z

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
'
私
た
ち
の
学
ん
で
き
た
よ
-
な
教
科
雷

に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
教
科
的
な
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
'
続
映
を
式
ん
じ
、

現
場
か
ら
帰
納
し
て
文
法
体
系
に
導
入
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
り
ま
す
。
両

者
の
長
短
を
考
え
て
み
ま
す
と
'
前
者
は
休
釆
的
で
あ
る
と
い
う
長
所
と
共

に
'
文
法
を
知
識
教
科
と
し
て
孤
立
さ
せ
て
い
る
と
い
-
短
所
を
持
っ
て
お

り
ま
し
人
;
-
y
y
-
Y
.
吉
!
.
竿
~
~
.
T
?
c
-
y
-
'
h
^
・
-
I
1
-
-
 
~
i
に
i
f
F
分
沸
け
　
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
'
一
両
非
組
絹
的
で
'
「
興
味
」
と
「
必
嬰
」
の
問
に
距
離
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
恒
が
あ
り
ま
す
o
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の

は
、
新
し
い
悪
因
の
も
と
に
組
和
さ
れ
た
文
法
教
科
書
に
沿
い
な
が
ら
へ
現

場
の
学
増
を
あ
く
ま
で
中
心
に
進
め
る
と
い
う
折
衷
的
な
方
法
で
す
。

聞
　
文
語
文
法
に
つ
い
て
　
口
語
文
法
が
へ
.
生
活
を
基
妃
に
学
習
で
き
る

に
対
し
、
文
語
文
法
が
古
典
的
駅
の
手
段
と
し
て
知
識
化
す
る
の
は
'
あ
る
u

味
で
文
部
間
文
法
の
宿
命
だ
と
い
わ
ね
げ
な
り
ま
せ
ん
。
開
期
は
、
い
か
に
興

味
を
持
た
せ
、
生
活
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
方
法
論
に
あ
る
わ
け
で
す
O

作
瀧
小
一
E
㌣
㍉
r
'
:
-
蝣
)
<
・
-
-
蝣
-
-
,
-
c
:
に
:
:
E
め
て
い
く
人
蝣
'
c
>
>
'
　
　
　
学
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
学
ば
ん
と
す
る
か

日
日
か
~
z
-
+
蝣
・
'
ぺ
日
と
　
、
蝣
!
,
†
〓
文
"
i
 
f
,
:
i
*
'
い
^
蝣
x
t
-
W
^
l
l
t
÷
ハ
仙
、
社

会
・
言
語
・
哲
学
等
々
と
'
国
語
教
育
の
基
礎
学
と
し
て
包
摂
す
る
も
の
は

学
問
の
一
切
で
あ
る
と
さ
え
い
え
る
ほ
ど
'
広
範
関
で
あ
り
ま
す
。
時
に
は

-610-



こ
の
た
め
に
'
基
礎
学
を
除
い
て
独
自
の
国
語
教
育
を
眺
め
よ
-
と
す
る

時
へ
そ
れ
は
方
法
だ
け
へ
つ
ま
り
主
と
し
て
、
国
語
・
国
文
の
基
礎
学
を

い
か
に
教
え
る
か
と
い
う
'
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
と
さ
え
思

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
面
い
わ
ゆ
る
国
語
学
・
国
文
学
が
'
学
問
体
帝
と
し
て
斑
を

閉
じ
へ
あ
ま
り
に
も
専
門
化
L
t
生
活
か
ら
遊
節
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
生
活
に
基
礎
を
持
つ
'
生
彩
あ
る
国
語
教
育
を
樹
立

さ
せ
て
こ
そ
へ
今
ま
で
の
円
文
・
.
国
語
が
生
き
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
さ

え
思
っ
て
も
い
ま
す
。

i
J
t
>
'
学

○
国
語
学
主
と
し
て
話
し
こ
と
ば
に
関
す
る
、
実
態
的
把
接
か
ら
帰
納

さ
れ
た
国
語
学
を
基
礎
と
し
て
勉
強
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
o

o
悶
文
学
今
ま
で
の
古
典
前
祝
の
国
文
学
を
国
語
教
育
に
お
い
て
清
用

さ
せ
る
こ
と
は
い
か
が
か
と
思
わ
れ
ま
す
o
現
在
の
国
語
教
科
吉
は
ほ
と
ん

ど
現
代
文
に
な
.
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
現
代
文
学
を
主
に
国
語
教
育
の
基
碇
と

す
べ
き
だ
と
琴
冬
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
問
題
は
、
古
典
と
現
代
を
い
か
な
る

範
囲
に
融
合
さ
せ
る
か
で
あ
り
へ
私
に
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

i
"
'
'
:
-
.
・
.
.
'.
,
蝣
'
-
蝣
.
.
・
蝣
'
"
>
-
'

.
:
'
_
蝣
'
.
「
∴
こ
、

で
あ
る
と
さ
え
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
'
相
手
、
つ
ま
り
学
習
者
を
知
る
こ

と
は
国
語
教
育
の
根
本
的
な
も
の
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
す
。

○
社
会
学
社
会
的
に
し
っ
か
り
し
た
思
想
に
立
つ
た
め
に
は
'
社
会
科

の
知
識
は
ま
た
'
国
語
教
育
の
基
喋
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ア

・
カ
-
キ
ユ
ラ
ム
の
考
え
に
よ
れ
ば
'
′
む
し
ろ
国
語
科
が
周
辺
学
科
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
両
者
は
相
互
関
連
的
に
つ
な
が
り
が
あ
り
'
そ
れ
は
'

頚
項
・
非
重
頃
、
中
心
・
非
中
心
と
い
う
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

蝣

+

.

n
　
#
!
」
蝣
{
'
蝣
十
を
い
か
に
早
も
　
し
て
い
る
か

私
の
現
在
の
勉
強
で
一
番
困
っ
て
い
る
問
題
だ
と
も
い
え
る
と
思
い
ま

十
。
ハ
3
'
¥
-
バ
ー
i
.
-
;
i
-
 
'
i
-
 
'
'
.
i
'
'
r
M
関
.
i
l
つ
小
　
と
'
・
^
<
-
-
計
の
叫
-
4
-
s
-
,
勉

強
が
あ
ま
り
U
A
も
距
p
が
あ
る
よ
-
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

'
.
J
・
J
t
^
z
^
'
L
/
^
サ
,
-
"
"
'
'
,
'
-
蝣
・
/
蝣
蝣
蝣
-
'
,
'
班
　
　
　
は
'
・
も
つ
と
=
[
,
っ
-
 
'
)
も
C
で
あ
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
o
先
生
方
の
方
法
論
を
学
ぶ
こ
と
は
'
も
ち
ろ
ん

必
要
で
あ
り
ま
す
が
'
私
た
ち
は
そ
の
最
終
目
的
か
基
提
学
と
し
て
学
び
位

置
づ
け
た
い
と
思
う
の
で
す
。
今
で
は
あ
ま
り
に
も
専
門
的
な
部
分
の
勉
強

で
あ
り
'
シ
ス
テ
ム
の
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

以
上
は
'
学
校
に
お
け
る
時
間
内
容
の
こ
と
で
す
が
'
自
分
が
基
礎
学
と

し
て
今
一
段
と
広
範
囲
な
勉
強
を
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。
し
か
し
問
題

は
'
時
間
的
な
制
約
が
大
き
-
働
く
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
い
え
ば
'
現
在

の
私
の
f
:
?
3
哲
内
K
を
考
え
て
み
ま
す
と
'
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
へ
古
典
に
関
す
る
も
の
で
す
o
そ
し
て
勉
強
し
よ
-
と
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
へ
　
そ
の
無
知
を
椛
感
し
て
'
古
典
の
勉
強
を
し
な
く
て
は
と
思
う
の
で

す
。
で
'
一
度
現
代
文
学
に
関
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
と
'
そ
れ
は
み

じ
め
な
:
'
J
'
-
'
^
:
:
-
J
…
.
∴
　
　
　
　
÷
1
-
こ
^
*
'
-
v
'
'
9
f
t
'
i
*
し
て
、
H
i
代
文
学

を
云
々
す
る
か
と
思
え
ば
'
現
代
文
学
に
申
訳
な
い
と
さ
え
思
い
ま
す
O

要
す
る
に
へ
　
基
礎
学
と
し
て
'
は
っ
き
り
位
定
づ
け
て
勉
強
し
て
い
る
と

T
T
V
+
l
i
m
I
J
.
ハ
れ
二
)
.
:
∴
　
　
　
　
　
　
川
訳
し
て
い
る
よ
う
で
'
仕
:
i
s
}
L
t
 
'
-
?
<
!
蝣
"

も
'
何
ら
解
決
す
べ
く
最
大
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
.

作
S
i
i
　
こ
れ
-
f
V
-
一
_
;
^
;
,
:
;
r
r
-
J
j
j
C
-
う
に
研
P
:
i
し
て
い
-
か

T

-

-

?

¥

し

、

V

A

f

H

C

E

 

m

I

(
-
)
　
　
J
 
T
誓
言
十
-
-
^
r
;
/
-
1
-
三
日
に
.
'
-
'
蝣
芯
;
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
O
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今
ま
で
の
国
語
教
育
研
究
は
'
一
般
論
な
い
し
小
学
校
の
研
究
が
主
で
、
新
し

い
r
~
i
-
;
I
T
l
-
-
-
は
t
i
l
'
!
'
-
;
'
.
壁
/
'
7
的
に
J
㌫
'
,
既
約
に
も
そ
r
.
i
y
;
槌
が
桔
立
し
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
高
等
学
校
同
語
教
育
の
さ
さ
や
か
な
捨
石
に
な
れ

た
と
、
自
己
満
足
が
で
き
た
と
す
れ
ば
さ
い
わ
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
o

高
等
学
校
国
語
教
育
の
領
域
に
は
入
っ
て
い
-
私
個
人
の
第
一
段
時
と
し

て
は
、
言
語
の
実
態
を
基
斑
と
し
た
言
語
教
育
か
ら
は
入
り
、
文
学
教
育
を

超
え
て
'
両
者
の
正
し
く
融
和
さ
れ
た
'
私
の
国
語
教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
持

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
2
)
現
在
の
問
題
高
等
学
校
国
語
教
習
を
知
る
た
め
に
も
'
一
般

的
な
pl
葦
t
蝣
/
!
-
.
-
r
;
r
:
V
兄
い
一
へ
の
塁
考
r
-
.
'
-
'
.
'
t
'
:
つ
」
持
ち
た
い
と
B
っ
て
い
ま

す
。
時
枝
・
西
尾
・
野
水
諸
氏
の
国
語
の
現
諭
を
よ
-
理
解
し
'
そ
れ
を
批

判
で
き
る
ま
で
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
の
理
解
を
よ
く
決
め
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
学

校
・
中
学
校
と
'
は
っ
き
り
理
福
を
決
め
て
、
そ
の
開
運
に
お
い
て
高
等
学

校
を
位
置
づ
け
る
た
め
に
も
、
個
々
の
知
識
を
最
大
限
に
洪
-
し
て
お
き
た

い
L
J
思
い
ま
す
。
=
.
,
'
帖
的
1
]
は
'
小
・
,
'
i
^
-
V
.
申
蝣
J
'
-
^
T
^
の
沖
縄
に
潤
し
む
よ
-

心
が
け
、
文
韻
を
そ
れ
ぞ
れ
に
賃
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
語
教
育
か
ら
は
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
へ
そ
の
第
一
の
手

が
か
り
と
し
て
、
現
在
は
話
題
の
研
究
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
実
態
調
査
の

∴
.
、
∴
.
'
'
'
'
.
-
'
.
'
>
・
'

ん
。
話
し
こ
と
ば
に
関
す
る
文
な
は
へ
こ
と
ご
と
く
環
め
て
み
た
い
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
問
題
と
し
て
は
'
以
上
の
ご
と
も
国
語
教
育
の
理
論
を
組
織
だ

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
へ
小
・
中
・
高
へ
と
-
に
小
・
中
の
知
識
を
決
迫
る

こ
と
t
K
i
y
-
早
い
】
Q
T
X
-
I
O
-
熊
L
L
t
こ
て
i
:
口
>
J
2
'
草
Y
)
れ
f
i
十
;
J

そ
の
他
、
文
学
の
勉
強
は
'
基
礎
学
と
し
て
、
は
っ
き
り
位
軍
つ
け
'
そ

の
立
場
か
ら
で
き
る
か
ぎ
り
勉
強
す
る
よ
-
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
業
3
0
国
語
科
教
育
の
理
論
的
構
造
と
実
践
的
構
造

本
質
的
に
'
理
論
的
構
造
は
「
目
標
」
を
思
考
す
る
も
の
で
あ
り
'
契
践

的
構
造
は
そ
の
「
方
法
」
を
思
考
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

t
-
f
-
;
;
s
.
v
胃
が
t
c
i
-
r
O
S
'
i
-
E
^
に
な
い
し
買
-
,
s
H
す
る
こ
と
な
く

'
一
個
の
学
と
し
て
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
語
教
育
が
実
践
体
系

で
あ
る
と
い
-
基
底
に
立
つ
外
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

従
っ
て
'
実
践
的
構
造
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
理
論
的
構
造
が
位
軍
つ

け
ら
れ
t
H
i
-
:
,
州
的
r
-
r
d
;
-
!
?
'

;
蝣
蝣
蝣
-
蝣
¥
I
し
て
t
的
n
H
が
ハ
さ
れ
t
i
r
脱

さ
れ
て
こ
そ
'
国
語
教
育
が
国
語
教
育
そ
れ
自
体
と
し
て
自
立
し
得
る
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
問
題
は
、
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
を
こ
の
よ
-
に
考
え
る
こ
と

で
あ
り
'
理
論
的
構
造
と
実
践
的
構
造
が
同
時
一
元
的
に
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
'
正
し
い
国
憲
曇
り
が
闘
立
さ
れ
る
と
考
J
h
C
ま
す
。

た
と
え
ば
へ
稚
+
O
W
-
㌶
J
.
.
i
'
'
Z
*
霊
㌢
ュ
L
i
.
v
-
*
'
E
.
!
=
憲
二
-
;
の
E
:
諭

家
は
、
理
論
に
終
る
国
語
教
育
を
志
向
し
、
理
論
家
に
体
系
的
な
も
の
を
指

導
さ
れ
て
い
る
矢
田
家
は
、
名
人
芸
に
類
す
る
故
苛
技
術
の
末
梢
に
走
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
近
代
の
分
業
化
は
こ
こ
で
も
そ
の
哲
を
茨
は
し
て
い
た

も
の
で
あ
り
'
理
論
と
契
践
が
二
に
し
て
一
'
一
に
し
て
二
の
関
係
に
な
る

こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
∴
V
*
'
蝣
-
'
"
'

w
%
も
'
写
＼
∵
.
?
.
'
」
-
'
-
.
ー
十
㌦
"
i
c
'
-
J
い
-
'
こ
o
p
:
:
j

先
止
の
H
小
言
了
,
'
¥
j
-
'
n
.
;
:
J
,
手
も
、
1
¥
"
-
÷
っ
上
[
-
'
l
い
i
'
S
-
T
r
J

-612-



‥
∴
∴
・
言
サ
*
、
∴
に

対
す
る
思
考
を
同
時
に
相
互
挨
介
的
に
糞
尿
さ
せ
へ
そ
こ
に
一
つ
の
国
語
教

育
の
構
造
を
各
々
持
つ
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
O

基
礎
学
科
か
ら
両
者
の
別
を
考
え
て
み
ま
す
と
'
禦
洲
的
構
造
の
根
底
に

・
・
*
*
-
'
.
L
.
∵
'
'
蝣
'
¥
-
'
・
'
'
'
'

-
.
'
'
-

構
造
に
は
,
対
象
を
把
抗
す
る
こ
と
か
ら
、
心
理
学
・
統
計
な
ど
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

∴
∵
‥
、
.
I
.
∵
;
.
ニ
:
"
.
'
.
'
1

考
し
ょ
-
と
し
て
晃
し
て
い
な
い
段
帽
で
す
。
教
育
実
習
も
ひ
か
え
て
い
る

こ
と
で
す
か
ら
,
両
者
に
対
す
る
甲
乙
を
は
っ
き
り
さ
せ
'
伸
ば
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
o

以
上
,
A
の
し
た
た
め
た
'
作
菜
I
へ
2
'
3
'
I
。
'
C
。
'
t
-
'
㌣
S
3
r

c
o
*
*
o

c
N
C
O
に
よ
っ
て
,
そ
の
抱
い
て
い
る
同
語
教
育
紋
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
自
己
の
受
け
て
き
た
固
語
数
苛
に
つ
い
て
、
回
州
℃
反
省
し
っ
つ
、
戦
後
の

.
H
-
'

.
-
-
-
蝣
.
.
.
-
∵
、
・
'
.
∵
∴
.
I
.

・
I
・
^
了
・
∴
∵

場
か
ら
の
,
「
硯
」
の
城
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
'
理
恵
主
義
に
立
つ
設
計

図
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
'
新
制
大
学
で
培
わ
れ

‥
∴
、
-
I

r
.
:
¥
-
^
∴
∵

作
業
は
い
ず
れ
も
原
稿
用
紙
二
枚
(
八
〇
〇
字
)
を
原
則
と
し
て
い
た
の

で
,
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
る
O
と
は
い
え
へ
核
心
を
つ
-
要
を
え

た
記
述
が
多
い
こ
と
も
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

学
生
A
は
,
山
根
安
太
郎
先
生
ご
担
当
の
「
国
語
科
教
育
法
」
の
作
業
に
お

*

い
て
,
「
高
等
学
校
国
語
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
(
作
業
単
苑
の
ば
あ
い
へ
教
科

単
元
の
ば
あ
い
)
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
面
で
の
学
習
と
研
究
と
を
積
ん
で

い
っ
た
の
で
あ
る
。

≡

I
.
　
　
　
　
∵
　
　
　
・
-
*
,
1
、
*
*
*
.
-
*
　
　
こ
い
・
'
.

知
識
課
程
と
し
て
'
ど
の
よ
う
に
学
び
'
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
せ
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
は
'
A
の
経
験
し
た
'
桁
験
課
程
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

・
.
.
.
I
　
-
i
I
　
-
I
　
∴
蝣
-
'
蝣
'
:
.
'
.
.
'
-
-
"
>

知
訊
課
程
に
対
す
る
桁
験
課
程
と
し
て
は
、
A
の
は
あ
い
へ
付
属
小
学
校
に

行
っ
て
'
児
童
の
言
語
を
税
撰
す
る
「
児
童
語
研
究
」
と
'
付
高
・
協
力
校
.

付
中
・
付
小
・
付
;
1
V
り
圭
　
言
と
.
・
㌘
C
t
f
サ
ー

1
　
I
'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
.
・
)

「
児
訂
冨
研
究
」
の
予
借
調
査
で
は
I
r
『
児
琵
語
研
究
』
に
お
い
て
何
を
研

究
し
た
い
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
t
 
A
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
『
話
し
方
学
田
指
導
の
方
法
論
を
見
究
め
る
』
第
一
歩
と
し
て
'
竪
岩
間

の
実
態
を
死
の
た
い
の
が
眼
目
で
す
。
具
体
的
に
は
'
語
空
且
、
個
人
差
の
問

題
'
ア
ク
セ
ン
ト
等
に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
へ
教

室
こ
と
ば
と
運
動
場
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
O
で
き
れ
ば
'
話
し
こ
と
ば
と
関
達
さ
せ
て
'
読
み
、
書
き
へ
聞
く
の
生

活
に
つ
い
て
も
は
入
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

さ
て
t
 
A
が
付
小
へ
「
児
童
語
研
究
」
と
し
て
出
向
い
て
い
る
の
は
'
そ
の

日
t
.
u
に
よ
串
は
.
つ
　
　
　
う
p
-
」
o
J

r
昭
和
2
6
年
校
期

61S



-
　
昭
和
2
6
年
日
月
2
2
日
(
木
)

2
　
昭
和
2
6
年
1
 
1
月
2
8
日
(
水
)

・
T
　
唱
S
^
I
t
^
C
'
円
{
+
)

4
　
昭
和
2
6
年
1
 
2
月
6
日
(
木
)

・
.
-
-
"
*
t
-
-
1
:
L
*
・
'
n
r
'
;
"
日
へ
水
)

6
　
昭
和
2
6
年
1
 
2
月
2
0
日
(
木
)

7
　
昭
和
2
7
年
1
日
1
7
日
(
木
)

8
　
昭
和
2
7
年
1
月
2
3
日
(
水
)

9
　
昭
和
2
7
年
1
月
2
4
日
(
木
)

口
昭
E
S
-
1
年
前
判

-
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
3
日
(
水
)

2
　
昭
和
2
7
年
4
月
2
5
日
(
金
)

3
　
昭
和
2
7
年
5
月
2
日
(
金
)

叩
l
,
K
<
-
'
日
1
 
4
日
(
.
*
)

・
c
 
J
r
.
小
山
祥
i
.
~
c
r
川
日
(
V
)

蝣
z
 
E
j
?
叩
け
-
,
&
>
蝣
-
月
T
3
日
(
W
)

7
　
昭
I
i
t
-
i
r
'
r
i
r
-
日
川
口
(
金
)

8
　
昭
和
2
7
年
6
月
6
日
(
金
)

9
　
昭
和
2
7
年
6
月
1
3
日
(
金
)

1
0
　
昭
和
2
7
年
9
月
1
2
日
(
金
)

1
1
.
昭
和
2
7
年
9
月
2
6
日
〔
金
)

「
児
琵
語
研
究
」
で
は
'
付
小
一
部
三
年
(
の
ち
四
年
)
<
3
小
川
組
を
参
親

し
へ
小
川
利
雄
先
生
の
指
導
助
言
を
受
け
た
。

な
お
へ
紋
質
の
結
果
は
'
児
王
の
話
題
に
つ
い
て
の
烹
謁
を
調
査
し
ま
と
め

て
報
告
し
た
。

(
2
)
　
「
教
育
災
習
」
　
(
昭
和
2
7
年
前
期
)

「
教
育
実
習
」
は
'
国
語
教
育
経
険
課
程
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

「
児
弐
吾
研
究
」
が
親
照
課
相
と
す
れ
ば
'
「
教
育
実
習
」
は
実
践
課
程
と
い

っ
て
も
よ
い
。

A
は
、
高
等
学
校
国
語
科
B
班
に
属
し
'

H
　
第
一
週
(
昭
和
2
7
年
6
月
2
3
日
～
2
8
日
)
　
付
属
高
校

u
T
T
　
第
二
週
(
昭
和
2
7
年
6
月
3
0
日
～
7
月
L
L
,
日
)
協
力
学
校
(
大
下
学
園
)

B
l
　
第
三
週
(
昭
和
2
7
年
7
月
7
日
～
1
2
日
)
　
付
属
中
学
校

g
　
」
?
E
3
.
f
J
E
>
:
&
=
-
-
円
・
・
ロ
ー
日
日
)
　
付
目
小
平
に

的
弓
丁
伽
プ
ア
訂
時
一
品
分
)
　
　
　
付
堕
同
校

の
よ
う
に
実
習
を
経
険
し
た
。

A
の
「
教
L
r
r
災
円
日
誌
」
に
よ
る
と
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
メ
モ
さ
れ
て
い
る
o

I
L
-
川
訂
Y
r
-
&
i
i
日
へ
月
)

付
小
の
講
堂
に
て
、
教
生
期
間
中
の
詔
注
t
r
付
高
に
て
'
割
当
発
表
。

指
導
教
官
森
本
正
一
先
生
。
時
間
割
の
発
表
も
あ
る
。
受
持
時
間
、
一
二
時

間
。

昭
和
2
7
年
6
月
2
4
日
(
火
)

森
本
先
生
の
授
業
を
参
鼠
さ
せ
て
い
た
だ
-
。
そ
の
後
へ
中
村
法
先
生
の

お
話
が
あ
っ
た
。

昭
和
2
7
年
6
月
2
5
日
(
水
)

l

梶
井
基
次
郎
の
「
レ
モ
ン
」
の
授
業
'
堕
ニ
。
最
初
と
い
え
ば
、
発
く
初

め
て
の
こ
と
な
の
で
'
自
分
で
は
な
に
か
声
が
う
わ
ず
っ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
見
て
い
た
人
た
ち
は
落
ち
箔
い
て
い
た
と
お
っ
し
ゃ
る
が
'
ど
本
尊
さ

に
あ
ら
ず
。
最
初
五
分
く
ら
い
は
ヘ
ム
る
え
気
味
だ
っ
た
。
大
体
時
間
は
討

614



画
通
り
の
授
業
だ
っ
た
O
と
り
た
て
て
の
失
敗
は
な
か
っ
た
よ
-
に
思
う
。

昭
和
2
7
年
6
月
2
6
日
(
木
)

Eil「
源
氏
物
語
」
の
授
業
.
森
本
正
一
先
生
の
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て

い
た
が
、
先
生
の
3
1
3
も
進
ま
な
か
っ
た
o
文
法
に
つ
い
て
の
勉
強
不
足
を
症

感
す
る
。

昭
和
2
7
年
6
月
2
7
日
(
金
)

M「
レ
モ
ン
」
の
授
業
'
二
五
日
の
つ
づ
き
だ
が
、
今
日
は
私
小
説
の
問
題

に
は
入
る
つ
も
り
で
、
生
徒
の
質
問
が
多
-
'
一
時
間
、
私
自
身
は
お
も
し

ろ
い
授
業
だ
っ
た
。
す
こ
し
程
虻
が
1
丘
-
な
り
す
ぎ
て
、
あ
れ
で
は
、
天
才

教
育
に
な
る
と
、
米
谷
さ
ん
(
同
級
生
)
に
言
わ
れ
た
。

f
I
昭
和
2
7
年
6
月
3
0
日
(
月
)

協
力
校
へ
大
下
学
固
(
祇
些
放
校
・
併
設
中
学
校
)
に
行
く
。
女
子
ば
か

り
の
落
ち
着
い
た
学
校
O
　
校
長
先
生
へ
　
そ
の
他
の
先
生
方
へ
　
い
ず
れ
も
親

切
.
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
も
担
当
。
私
は
中
学
二
年
へ
　
T
先
生
の
ク
ラ
ス
O

昭
和
2
7
年
7
月
1
日
へ
火
)

授
業
な
く
、
一
日
見
学
。
二
週
目
な
の
で
'
一
般
に
少
し
自
信
が
あ
る
様

子
o
生
徒
は
と
て
も
静
か
。
付
届
に
比
べ
れ
ば
'
い
さ
さ
か
調
子
ぬ
け
と
い

っ
た
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

昭
和
2
7
年
7
月
2
日
(
水
)

4
J

中
学
一
年
生
の
授
業
O
.
妹
が
や
は
り
中
学
一
年
な
の
で
、
な
に
か
親
し
み

を
持
っ
て
叫
v
v
-
1
;
が
p
<
T
j
た
。
N
=
誉
誉
∴
1
-
d
-
-
.
小
r
-
'
.
.
3
;
-
-
.
什
し
て
い
た
だ
-
0

昭
和
2
7
年
7
月
3
日
(
木
)

e
i

高
校
の
自
由
研
究
。
読
書
指
導
を
し
た
。
自
分
で
は
あ
ま
り
成
功
し
た
授

業
と
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
生
徒
の
批
評
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。
座
談
会
形

式
に
し
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

◆

昭
和
2
7
年
7
月
4
日
(
金
)

1
日
参
撰
。
先
週
以
来
の
疲
れ
が
出
る
。
す
こ
し
や
せ
た
よ
う
だ
。
な
に

し
ろ
学
校
が
違
い
の
で
き
つ
い
。
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
も
楽
し
い
の
だ
け

れ
ど
。

昭
年
2
7
年
7
月
L
C
.
冒
(
土
)

お
別
れ
の
式
が
あ
っ
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
比
較
的
成
功
だ
っ
た
ら
し

い
。
懇
談
会
の
慌
上
'
各
自
の
自
己
紹
介
は
個
性
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ

た
。
国
語
科
の
両
日
を
ほ
ど
こ
し
た
と
い
っ
た
感
じ
o

(
引
用
者
注
'
お
別
れ
の
式
の
あ
い
さ
つ
は
'
全
校
生
徒
'
先
生
方
に
淡
い

感
銘
を
与
え
た
o
　
つ
ぎ
に
元
す
の
は
へ
そ
の
あ
い
さ
つ
の
草
稿
に
な
っ
た
第

一
回
目
の
原
稿
で
あ
る
O

「
み
な
さ
ま
の
'
温
か
い
ど
好
意
の
ま
な
ざ
し
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
朝
か

ら
六
日
へ
　
こ
う
し
て
土
間
日
の
午
後
、
ま
た
へ
み
な
さ
ま
と
お
別
れ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
o

今
、
私
た
ち
教
生
一
同
の
胞
に
、
こ
の
学
校
を
去
り
か
ね
る
よ
う
な
愛
着

の
あ
り
ま
す
こ
と
は
'
ひ
と
え
に
校
長
先
生
は
じ
め
先
生
方
の
懇
切
な
ど
指

導
と
'
生
徒
み
な
さ
ま
が
た
の
心
か
ら
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
だ
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
o

国
語
教
育
に
大
き
な
夢
と
情
熱
を
持
っ
て
は
お
り
ま
す
も
の
の
へ
未
托
験

な
私
た
ち
、
み
な
さ
ま
の
学
習
生
活
に
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
の
数
々

あ
っ
た
こ
と
を
お
詑
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

静
か
な
時
の
流
れ
の
後
に
'
忘
れ
が
た
い
思
い
出
だ
け
が
へ
か
が
や
い
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
'
こ
れ
か
ら
先
へ
幾
度
か
こ
の
学
校
を
私
た
ち
は
ふ
り

返
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
㌧
っ
。

古
い
伝
統
と
'
武
田
山
を
の
ぞ
む
自
然
の
中
に
'
女
生
徒
ば
か
り
で
学
ん
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で
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
が
た
は
、
こ
の
学
校
の
持
つ
美
し
さ
を
'
み

な
さ
ま
一
人
一
人
だ
け
の
持
つ
葵
し
さ
と
し
て
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

-
r

最
後
に
,
み
な
さ
ま
の
す
こ
や
か
な
ど
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
」
)

昭
和
2
7
年
7
月
6
日
(
日
)

私
が
や
せ
た
こ
と
を
人
に
聞
き
へ
輿
た
く
さ
ん
の
「
お
は
ぎ
」
を
持
っ

て
広
島
に
-
る
0

日
昭
和
2
7
年
7
月
7
日
(
月
)

付
属
中
学
校
に
行
-
。
指
導
教
官
は
、
堀
芳
夫
先
生
O
先
生
の
授
業
を
見

せ
て
い
た
だ
-
0

昭
和
2
7
年
7
月
8
日
(
火
)

見
学
。

昭
和
2
7
年
7
月
9
日
(
水
)

'
一

中
学
三
年
に
、
文
法
の
授
業
O
助
動
詞
の
と
こ
ろ
を
し
て
い
る
と
'
動
詞
を

よ
く
や
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
'
途
中
で
予
定
を
か
え
、
動
詞
を
す

る
。

昭
和
2
7
年
7
月
1
0
日
(
木
)

C
一

同
じ
組
に
て
'
文
法
の
授
業
o

昭
和
2
7
年
7
月
日
日
(
金
)

今
日
に
て
t
 
F
i
:
≡
.
I
;
問
C
貢
ぺ
-
r
-
'
K
i
r
!
'
'
'
。
*
'
r
'
V
-
∴
蝣
<
I
J
灯
る
O

的
昭
和
2
7
年
9
月
4
日
(
木
)

付
属
小
学
校
に
行
く
。
二
部
六
年
池
田
組
。
小
学
生
は
、
今
ま
で
の
生
徒

と
と
て
も
ち
が
う
。
人
な
つ
っ
こ
い
。

昭
和
2
7
年
9
月
5
日
(
金
)

各
学
部
の
教
生
が
環
ま
っ
て
い
る
の
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
ぶ
り
が
お
も

し
ろ
い
。

L
=
.
?
4
i
:
-
V
-
-
口
蝣
-
E
 
C
土
)

一
円
　
　
　
「
蝣
;
<
-
V
l
'
'
-
 
'
,
'
-
-

昭

和

2

7

年

9

月

8

日

(

月

)

一
日
参
輿
放
課
後
残
っ
て
,
卒
業
論
文
の
資
料
に
す
る
調
査
用
級
を
作

る
。

昭
和
2
7
年
9
月
9
日
(
火
)
・

同
語
の
授
業
,
二
だ
目
を
す
る
.
二
回
授
業
を
し
た
の
は
私
だ
け
。

昭
和
2
7
年
9
月
1
0
日
(
水
)

T
e
i
"
T
I

聖
昌
'
　
　
　
　
　
　
リ
は
、
付
目
-
I
)
'
J
O
`
.
り
間
・
v
-
-
‥
r
J

i

-

>

　

C

一

　

　

　

　

　

　

3

　

　

▲

以
上
,
A
の
教
市
賀
詞
は
,
付
高
・
協
力
校
(
中
・
芭
・
付
-
1
・
付
小
.

岨

r

a

a

卜

付
高
(
+
α
)
と
い
ぅ
順
序
で
行
な
わ
れ
へ
付
小
二
同
・
付
中
二
国
・
協

-

.

(

　

∵

　

　

　

　

　

　

　

蝣

蝣

-

.

 

'

-

.

'

蝣

　

　

二

し
て
い
る
O
精
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
学
習
指
導

案
・
視
察
記
録
・
評
川
記
録
な
ど
に
よ
っ
て
み
て
も
t
 
A
が
き
わ
め
て
寒
心
に

宍
召
し
た
こ
と
が
わ
か
る
.

た
だ
「
経
験
課
程
」
に
は
'
「
知
i
l
?
:
B
課
程
」
に
比
べ
て
'
こ
れ
を
体
系
的
に

∵

　

　

　

'

J

・

　

　

　

　

・

　

　

　

　

∴

.

'

"

・

'

-

・

'

t

'

な
り
や
す
い
の
で
あ
る
o

y
i

つ
ぎ
に
t
 
A
の
経
放
し
た
国
語
教
育
研
究
課
程
は
'
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

,

・

:

,

 

'

蝣

.

.

蝣

.

:

'

:

・

/

・

蝣

　

'

,

一

　

-

　

　

.

∴

　

　

　

　

　

　

　

い

.

.

と
'
卒
業
論
文
と
が
あ
る
。
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四
　
n
W
V
,
人
　
　
Z
i
r
i
U
-
f
c
汗
J
V
^
S
 
C
-
t
.
し
「
し
て
悶
印
2
7
祥
・
*
!
*
1
^
咽
)

ま
ず
へ

(

-

一

　

　

　

　

一

蝣

-

-

・

,

・

-

r

'

蝣

蝣

.

-

'

"

蝣

・

'

;

'

.

'

-

;

-

蝣

蝣

-

-

;

H

J

・

‥

　

∵

・

ス
ト
で
あ
っ
た
「
言
斑
と
そ
の
文
化
」
(
西
尾
実
著
)
の
三
　
話
し
言
霊
C
」
-

3
6
ペ
)
ま
で
を
担
当
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
昭
和
2
6
年
L
L
?
月
1
6
日
に
も
'
再
び

担
当
し
て
い
る
。
ま
た
'
5
月
2
4
日
に
は
'
輸
読
会
の
記
録
係
を
し
て
い
る
。

こ
の
会
は
'
参
加
者
は
少
人
数
で
あ
っ
た
が
'
そ
れ
だ
け
徹
底
的
に
考
究
し

討
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
o
き
び
し
い
批
評
に
た
え
て
'
論
文
読
み
の
カ
を
つ

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
2
)
　
卒
業
論
文
(
昭
和
2
7
年
後
期
)
　
(
昭
和
2
8
年
1
月
1
0
日
提
出
)

卒
業
論
文
に
関
し
て
は
'
昭
和
2
7
年
6
月
2
日
へ
土
井
忠
生
先
生
か
ら
'
ど

注
意
を
い
た
だ
き
'
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
-
に
、
カ
ー
ド
に
メ
モ
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
問
題
を
見
つ
け
て
試
み
る
。
田
発
点
と
し
て
の
意
味
が
K
き

い
。
こ
れ
か
ら
自
分
白
身
で
研
究
を
ど
ん
な
に
や
る
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
指

導
し
て
も
ら
-
こ
と
が
必
要
。
一
つ
に
集
中
し
て
努
力
し
て
い
る
と
'
収
穫

は
多
い
。
た
だ
そ
の
こ
と
の
み
わ
か
る
の
で
な
く
'
　
「
自
分
の
カ
か
つ

-
。
」
単
に
知
る
だ
け
で
な
-
'
研
究
の
力
'
つ
ま
り
方
法
を
試
み
て
み
る

こ
と
に
よ
り
研
究
能
力
が
養
わ
れ
る
。
自
分
の
も
の
が
見
つ
か
っ
て
-
る
。

自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
能
力
は
わ
か

る
0
万
法
的
に
は
'
先
覚
者
の
方
法
論
を
借
り
て
く
る
こ
と
も
必
要
.
対
象

は
ち
が
っ
て
い
て
も
'
研
究
方
法
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
'
対
象
も
は
っ
き

り
し
て
-
る
。
自
分
を
た
め
す
第
一
段
階
と
し
て
卒
業
論
文
を
や
り
へ
　
じ
ゆ

-
ぶ
ん
で
き
な
か
っ
た
は
あ
い
'
他
の
も
の
を
や
る
か
'
テ
ー
マ
に
つ
い
て

方
法
を
か
え
て
み
る
こ
と
も
よ
い
.
結
果
的
に
自
分
の
能
力
に
合
-
も
の
を

●

や
る
こ
と
が
大
切
。
学
生
時
代
は
、
自
分
自
身
の
研
究
方
法
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
切
.
八
に
見
せ
る
た
め
の
論
文
と
自
分
自
身
の
開
匙
と
し
て
の
論
文

は
異
な
る
。
や
た
ら
に
要
領
の
よ
さ
を
求
の
て
は
な
ら
な
い
o
目
標
は
必
要

で
も
'
蝣
蝣
A
c
-
-
-
-
-
'
-
一
草
、
山
1
C
'
出
'
,
<
/
な
く
て
も
=
よ
い
O
だ
H
が
汁
Z
?
¥
J
あ
り
ま
す
o

・
*
>
?
蝣
間
E
.
S
で
も
'
:
:
:
-
~
>
'
-
い
い
方
を
S
i
i
'
-
'
j
十
'
.
:
.
"
p
.
o
一
c
-
-
;
.
'
け
早
く
二
l
j
の

一

骨
組
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
o
全
体
か
ら
ま
た
へ
最
切
に
帰
る
こ
と
が

大
切
。
手
を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
加
え
る
時
間
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
モ
・

ノ
1
-
は
'
文
章
に
ま
と
め
骨
組
を
作
っ
て
お
-
こ
と
。
全
体
の
構
想
の
も

と
に
部
分
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
、
清
書
で
あ
り
'
こ
れ
に
は
時
間
が
か
か

る.。至
れ
り
つ
く
せ
り
の
ど
注
意
を
'
せ
い
い
っ
ぱ
い
に
'
カ
ー
ド
六
枚
に
ま
と

め
て
し
る
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

A
の
論
文
テ
ー
マ
は
t

は
な
し
こ
と
ば
の
研
究

1
生
活
こ
と
ば
に
お
け
る
話
題
の
問
題
I

で
'
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
-
に
構
成
さ
れ
て
い
た
o

I
　
話
題
研
究
の
目
的

C
:
　
は
な
す
t
i
清
に
お
け
る
言
語
主
体
の
間
m

・
I
　
は
な
す
生
絹
の
向
上
と
話
題

I
　
「
詰
～
山
」
c
-
-
p
'
t
.

r
:
　
㍊
蝣
"
v
r
l
'
J
小
.
‥
次

;
　
告
-
-
-
t
:
-
-
r
'
-
j
(
-
¥
;
-
f
;
;
蝣
<
/

・̂
p¥zzT

・
素
材
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C
　
詣
・
v
V
n
1
-
立
r
J
∴
T
^
」

・
言
語
に
よ
る
再
現
能
力

・
関
心
領
域
の
問
題

d
　
話
題
の
種
類

・
*
¥
4
-
だ
†
生
　
し
r
i
'
.
c
V
^
T
-
i
よ
り

・
か
き
こ
と
ば
よ
り
の
考
察

Ⅲ
　
詣
'
^
X
'
-
 
'
H
間

ユ
話
指
　
　
∵
t
^
!
~
-
"
-
 
-
-
 
'
印
)
蝣
蝣
蝣
蝣
式

∴
亘
・
m
c
・
>
!
-
蝣
蝣
・
間

・
偶
発
的
な
展
開

b
　
話
者
の
立
場
に
よ
る
展
開
形
式

・
一
方
的
な
展
開

・
相
互
的
な
展
開
′

Ⅳ
　
は
な
し
こ
と
ば
の
数
百
と
話
題
の
問
題

以
上
は
、
一
〇
〇
枚
に
の
ぼ
る
論
考
で
あ
る
。
「
話
題
」
の
問
題
を
体
系
的

に
追
求
し
ょ
う
と
す
る
烹
図
を
も
っ
て
お
り
、
意
欲
的
で
あ
る
。
話
し
こ
と
ば

の
研
究
と
話
し
こ
と
ば
の
教
・
T
E
の
研
究
を
志
向
し
て
き
た
A
と
し
て
は
'
こ
こ

に
こ
の
間
題
を
耽
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
研
究
課
程
の
切
実
で
有
意
葬
な

体
験
を
し
た
と
い
っ
て
よ
い
o
な
お
'
右
の
論
文
に
は
、
七
項
目
に
わ
た
る
批

評
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

「
国
語
科
数
台
法
」
を
中
心
と
す
る
成
長
過
程
は
'
右
に
見
て
き
た
よ
う

e
一

に
、
知
識
課
程
と
し
て
の
「
国
語
科
教
K
-
,
法
」
へ
縄
的
課
程
と
し
て
の
「
教
育

3

実
習
」
へ
研
究
課
程
と
し
て
の
「
卒
業
論
文
」
を
軸
と
し
て
'
た
ど
る
こ
と
が

で
き
た
O
い
ず
れ
も
素
描
の
城
を
出
て
い
な
い
が
t
 
A
の
国
語
科
教
師
へ
の
成

長
過
程
は
、
順
調
と
い
っ
て
よ
く
熱
意
の
こ
も
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
無
自

覚
・
不
安
定
な
状
態
か
ら
,
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
自
覚
・
安
定
の
状
態
へ
と

向
か
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
軍
門
教
養
の
両
で
も
、
そ
の
未
熱
さ
を
自
戒
し
っ

つ
'
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

B
　
代
C
i
r
S
S
上
の
:
E
3
'
Z

国
語
科
教
師
へ
の
成
長
迅
樋
が
'
「
国
語
科
教
訂
法
」
を
中
心
に
'
お
よ
そ

こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
'
ど
の
よ
う
な

点
が
国
語
科
教
師
発
成
上
の
問
題
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
日
記
科
教
師
思
i
-
 
'
-
'
-
*
'
c
^
r
,
円
い
由
別

第
一
の
問
題
点
は
,
国
語
科
教
師
へ
の
成
長
過
程
の
出
発
点
に
兄
い
だ
さ
れ

る
,
国
語
科
教
師
を
志
望
す
る
動
機
の
問
題
で
あ
る
。
国
語
科
教
師
へ
の
成
長

を
な
め
ら
か
に
効
果
的
に
し
て
い
-
た
め
に
は
'
偶
然
の
気
ま
ぐ
れ
な
き
っ
か

け
に
よ
っ
て
,
あ
る
い
は
消
極
的
な
気
持
ち
で
い
や
い
や
国
語
科
教
育
に
従
事

す
る
の
で
は
な
く
'
み
ず
か
ら
進
ん
で
国
語
科
教
r
T
T
の
契
践
封
と
し
て
国
語

科
教
育
に
全
力
を
挙
げ
て
悔
い
な
い
と
い
う
'
ま
じ
め
な
熱
苦
肯
み
ち
た
気
持

ち
で
国
語
教
育
者
た
ろ
う
と
す
る
流
出
思
を
凹
め
さ
せ
る
こ
と
が
き
わ
め
て
た
い

せ
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
'
国
語
科
教
師
へ
の
動
機
づ
け
は
'
こ
れ
を
自
然
の
成

行
き
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
'
で
き
る
だ
け
積
極
的
に
、
正
L
y
指
導
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
.
在
来
は
'
こ
の
国
語
科
教
師
へ
の
動
輿
つ
け
が
'
一
般

に
は
放
任
さ
れ
る
か
'
あ
る
い
は
対
関
心
で
耐
み
ら
れ
な
か
っ
云
よ
う
で
あ

る
.
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
動
機
づ
け
る
か
が
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
こ
と
に
も
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原
因
し
て
い
る
o

し
か
し
,
国
語
科
政
柄
へ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
へ
そ
の
成
長
の
し
か
た
を

決
定
す
る
も
の
の
一
つ
は
'
実
に
こ
の
国
語
教
育
へ
の
心
構
え
を
き
め
る
動

機
づ
け
の
開
鎚
に
あ
る
と
し
な
く
て
ほ
な
ら
ぬ
D
し
か
も
'
国
語
科
数
陣
へ
の

動
機
づ
け
が
、
正
し
く
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
'
大
き
-
は
こ
の
国
の
国
語
教

育
の
伝
統
が
推
史
的
に
正
し
く
把
挺
さ
れ
な
-
て
は
な
ら
ず
'
さ
ら
に
正
し
く

把
起
さ
れ
た
国
語
教
育
の
歴
史
の
上
に
、
国
語
科
教
育
職
業
観
が
正
し
く
位
定

づ
け
ら
れ
て
い
な
-
て
ほ
な
ら
ぬ
O
必
礎
以
上
に
卑
属
な
'
そ
れ
自
体
に
生
き
る

喜
び
も
実
践
す
る
誇
り
を
も
持
ち
え
な
い
、
と
も
す
れ
ば
惰
性
化
に
陥
り
や
す

い
同
語
教
育
職
菜
敏
の
下
に
、
み
ず
か
ら
を
国
語
科
教
育
に
搾
げ
っ
-
す
国
語

科
教
師
へ
の
決
u
と
使
命
感
と
が
生
ま
れ
よ
-
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
見
て
ぐ
る
と
'
国
語
科
教
師
へ
の
動
機
づ
け
は
'
単
に
国
語
が
好
き
で

あ
る
か
ら
,
L
か
'
文
学
が
好
き
で
あ
る
か
ら
と
か
'
先
生
に
な
り
た
い
か
ら
と

い
う
単
一
な
主
情
的
個
人
的
な
好
み
や
趣
味
に
の
み
任
せ
ら
る
べ
き
性
質
の

も
の
で
は
な
く
、
国
語
科
教
育
の
理
性
的
認
識
と
全
人
的
な
愛
情
と
に
ま
た
な

く
て
は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

二
　
国
語
科
教
師
養
成
教
育
課
程
の
問
題

I
r
1
7
∴
-
-
'
~
-
'
l
'
'
J
」
　
　
経

つ
ぎ
に
'
第
二
の
問
題
点
は
'
国
語
科
教
師
へ
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
の
た
だ

な
か
に
あ
る
問
題
と
し
て
'
国
語
科
教
師
へ
と
教
育
し
て
い
く
た
め
の
'
教
師

養
成
の
教
育
課
程
は
'
は
た
し
て
現
状
の
ま
ま
で
い
い
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
国
語
科
教
師
養
成
の
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
般
的
に
原
則
的
に
分
け
れ

ば
、
一
般
教
育
と
専
門
教
育
と
に
分
け
ら
れ
'
専
門
教
苛
は
さ
ら
に
'
教
科
の

専
門
科
目
と
教
収
の
専
門
科
目
と
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
教
科
教

●

-

　

　

.

;

,

l

識
課
程
と
,
教
　
冥
河
な
ど
を
中
心
と
す
る
経
験
課
程
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
二
つ
の
課
程
を
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
て
い
く
か
は
、
非
常
に
貢
要
な
問
題

で
あ
る
と
琴
与
り
れ
る
の
で
あ
る
。
田
耶
間
科
教
師
へ
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
C
最
も
重
電
な
間
匙
は
'
酎
語
科
教
育
そ
の
も
の
を
'
一
般
・
専
門
か
ら
分

・

.

1

-

蝣

'

‥

一

国
語
科
教
育
の
内
容
を
、
認
識
・
実
践
の
前
曲
か
ら
最
も
深
く
し
っ
か
り
学
び

と
っ
て
い
-
よ
-
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
祝
点
に
立
つ
と
き
'
従
i
T
動
機
づ
け
の
開
墾
か
主
と
し
て
知
識
課
程

に
た
よ
ろ
う
と
し
て
い
た
か
に
思
わ
れ
る
が
'
動
機
づ
け
に
お
い
て
、
経
験
課

程
の
持
つ
意
味
が
案
外
に
性
-
見
ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
国
語
科
教
育
研
究
法
の
問
題

つ
ぎ
に
・
第
三
の
開
斑
点
と
し
て
は
'
国
語
科
教
育
の
真
の
姿
を
見
究
め
へ

そ
の
実
質
的
前
進
を
ほ
か
る
た
め
に
'
国
語
科
教
h
r
T
の
研
究
法
の
問
題
が
あ

る
。
成
長
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
近
接
耽
り
組
む
の
は
'
卒
業
論
文

に
お
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
へ
こ
の
卒
業
論
文
の
位
輿
つ
け
も
、
成
長
の

プ
ロ
セ
ス
の
上
で
国
語
科
教
育
に
即
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
。
つ
ま
り
,
国
語
科
教
育
へ
の
動
機
づ
け
が
正
し
.
-
行
な
わ
れ
ず
,
教
育
課

程
が
知
識
・
托
駿
両
面
に
お
い
て
'
学
生
の
勉
学
研
究
生
清
に
密
着
し
な
い
ば

あ
い
'
そ
こ
か
ら
国
語
科
数
百
に
即
す
る
慧
雲
間
文
が
生
ま
れ
る
は
ず
は
な
い

の
で
あ
る
.
し
か
し
ま
た
へ
そ
れ
が
う
ま
く
運
ば
な
い
原
因
の
一
つ
に
は
'
国

語
科
教
育
の
　
距
と
研
究
を
ど
の
よ
-
に
進
め
へ
国
語
科
教
育
を
い
か
に
し
て

・
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¥

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
O
そ
れ
は
国
語
科
教
育
が
知
識
課
程
に
の
み
依
存
す
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と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

卒
業
論
文
と
耽
り
組
む
こ
と
に
よ
り
へ
国
語
科
教
育
研
究
法
に
つ
い
て
、
そ

の
苦
し
み
を
尽
く
し
、
自
律
的
に
自
分
で
研
究
し
て
い
く
だ
け
の
研
究
力
を
か

ち
と
る
こ
と
は
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
'
し
か
し
現
状
に
お
い
て
'
そ

こ
ま
で
研
究
法
の
開
祖
を
お
し
つ
め
て
い
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
研
究
法
の

確
立
は
、
契
質
的
に
研
究
が
結
実
を
示
さ
な
け
れ
ば
'
し
ょ
せ
ん
む
な
し
い
の

で
あ
り
'
そ
の
た
め
に
は
国
語
科
教
育
の
失
陥
と
研
究
自
体
が
'
も
っ
と
も
っ

と
前
逸
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
は
、
国
語
科
教
師
へ
の
成
長
過
程
は
'
そ
の
ま
ま
こ

の
国
の
国
語
科
教
育
の
現
状
・
実
態
の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
契
と

は
別
に
へ
と
び
ぬ
け
た
国
語
科
教
師
の
山
現
を
期
待
す
る
こ
と
は
む
り
で
あ

る
。
国
語
科
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
わ
た
-
し
ど
も
は
'
各
自
の
持
ち
場
に
あ
っ

て
'
全
国
語
科
教
育
を
見
通
し
た
上
で
'
着
実
な
勉
強
を
心
が
け
'
い
っ
そ
う

す
ぐ
れ
た
国
語
科
教
育
の
伝
統
を
き
ず
き
'
そ
の
新
鮮
な
朕
閑
を
は
か
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
.
そ
れ
は
よ
き
教
師
登
戊
の
基
本
に
培
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

e

)

　

　

　

　

　

3

以
上
'
成
長
過
程
の
間
問
点
と
し
て
、
動
機
づ
け
・
教
育
課
程
・
研
究
法
の

三
つ
を
と
り
あ
げ
た
.
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
緊
要
切
実
な
設
謁
群
で
あ
っ
て
'

そ
の
一
つ
一
つ
に
真
剣
に
耽
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り

函ESESi

六

こ
こ
に
提
示
し
た
一
事
例
に
よ
っ
て
へ
国
語
科
教
師
養
成
、
成
長
に
関
す
る

す
べ
て
C
由
・
」
:
J
I
C
-
r
~
丁
る
こ
と
は
む
ら
・
ん
て
I
r
j
t
f
い
。
し
か
し
t
 
t
-
湖
大
蝣
!
・
'
-
,
に

お
け
る
国
語
科
教
師
へ
の
成
長
過
程
の
一
様
欄
の
そ
れ
に
伴
な
-
問
題
点
が
お

よ
そ
ど
こ
に
あ
る
か
ば
へ
　
こ
れ
を
粒
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
-
0

国
語
科
教
育
の
異
質
的
前
進
は
、
ひ
と
え
に
す
ぐ
れ
た
国
語
科
教
師
の
発
成

と
そ
の
実
践
に
期
待
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
期
待
に
こ
た
え
へ
そ
の
実

現
を
は
か
る
た
め
に
も
、
国
語
科
教
師
育
成
の
問
題
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
o
こ
の
間
題
は
国
語
教
育
学
の
研
究
課
題
と
し
て
も
'
緊
要
な

岩
味
を
も
っ
て
い
る
。

(
昭
和
2
8
年
5
月
2
9
日
初
稿
、
昭
和
3
8
年
1
月
1
0
日
再
稿
。
)

(
本
学
助
教
授
)
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